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一
九
世
紀
五
○
年
代
、
曰
本
で
は
鎖
国
体
制
を
維
持
し
て
い
た
江
戸
幕
府
が
黒
船
か
ら
開
国
を
迫
ら
れ
、
つ
い
に
は
幕
藩
体
制
の
崩
壊
へ
と
つ
な
が
る
。
新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
、
曰
本
は
こ
れ
ま
で
の
幕
藩
体
制
か
ら
大
政
奉
還
、
廃
藩
置
県
を
経
て
近
代
天
皇
制
国
家
へ
と
移
行
し
、
近
代
中
央
集
権
国
家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
一
方
、
中
国
で
は
清
（１） 
朝が冊封・朝貢関係という東アジアにおける伝統的な体制で周辺諸国との関係を維持していた。しか
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
ア
ヘ
ン
戦
争
、
ア
ロ
ウ
号
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
清
朝
は
国
益
に
大
き
く
関
わ
る
「
片
務
的
不
平
等
条
約
」
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
国
際
秩
序
が
音
を
立
て
て
崩
れ
始
め
て
い
た
。
「
外
圧
」
に
よ
る
日
清
琉
球
帰
属
問
題
と
清
露
イ
リ
境
界
問
題
、
は
じ
め
に
井
上
馨
・
李
鴻
章
の
対
外
政
策
を
中
心
に
山
城
智
史
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変
化
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
口
本
も
中
国
も
類
似
し
た
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
し
か
し
西
洋
の
条
約
体
制
に
基
づ
い
た
領
土
画
定
、
周
辺
諸
国
と
の
関
係
構
築
の
道
を
選
ん
だ
曰
本
、
西
欧
諸
国
と
片
務
的
不
平
等
条
約
を
結
び
な
が
ら
も
冊
封
・
朝
貢
関
係
の
宗
主
国
と
し
て
の
伝
統
的
体
制
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
中
国
で
は
、
近
代
化
へ
の
対
応
の
差
異
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
る
。
明
治
政
府
の
中
央
集
権
化
で
は
「
領
土
画
定
」
が
重
要
課
題
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
た
。
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
地
域
に
位
置
し
、
同
時
に
中
国
（
明
・
清
）
と
は
冊
封
・
朝
貢
関
係
に
あ
っ
た
琉
球
は
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
い
う
世
界
的
な
潮
流
の
中
に
お
い
て
、
そ
の
領
士
と
し
て
の
帰
属
が
曰
清
外
交
上
で
問
題
と
な
っ
た
。
琉
球
は
中
国
と
の
関
係
を
続
け
て
い
た
が
、
島
津
氏
（
薩
摩
藩
）
の
琉
球
侵
攻
以
後
は
薩
摩
と
中
国
と
の
二
つ
の
関
係
の
保
持
を
選
択
す
る
（２） 
｝」とで生き残る道を巧みに使い分けた。しかし、明治政府は一八七一年の台湾事件を契機に、一気に「琉
．
（
３
）
 
球処分」を断行し、五○○年間続いていた中国と琉球の冊封・朝一員関係は、短期間で急速に］朋壊への
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
歴
史
的
過
程
を
次
章
で
簡
単
に
述
べ
、
曰
清
間
に
お
け
る
琉
球
帰
属
問
題
の
正
式
談
判
の
最
終
段
（４） 
階と位置づける｝」とができるであろう一八八○年在北京での改約分島交渉の時期に焦点を絞る｝」とに
す
る
。
と
り
わ
け
清
朝
が
琉
球
帰
属
問
題
を
め
ぐ
る
曰
清
談
判
と
同
時
期
に
外
交
問
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
清
露
間
に
お
け
る
イ
リ
地
方
境
界
問
題
（
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
イ
リ
境
界
問
題
と
略
す
る
）
の
交
渉
過
程
に
注
目
し
、
曰
清
談
判
で
中
心
と
な
っ
た
改
約
分
島
交
渉
前
後
の
時
期
と
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
客
観
的
に
そ
の
関
連
性
を
引
き
出
し
て
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こ
れ
ま
で
の
「
琉
球
処
分
」
研
究
に
お
い
て
、
改
約
分
島
交
渉
が
妥
結
に
至
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
朝
が
そ
の
態
度
を
急
変
し
て
遷
延
策
を
と
っ
た
最
大
の
原
因
と
し
て
、
露
国
（
ロ
シ
ア
）
と
の
「
イ
リ
境
界
問
題
の
好
転
」
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
曰
本
国
内
に
お
い
て
は
、
曰
清
間
の
琉
球
帰
属
問
題
と
清
朝
の
内
政
・
外
交
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
た
研
究
は
多
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
因
と
し
て
清
露
間
の
外
交
問
題
と
し
て
の
イ
リ
境
界
間
（５） 
題
に
関
す
る
資
料
が
十
分
で
は
な
く
、
欠
落
し
て
い
た
一
」
と
は
否
め
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
中
国
国
内
で
は
、
イ
リ
（６） 
境
界
問
題
を
対
露
外
交
、
辺
境
問
題
、
曾
紀
澤
の
外
交
手
腕
を
一
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
は
比
較
的
多
く
、
資
料
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
イ
リ
境
界
問
題
の
好
転
が
改
約
分
島
交
渉
の
結
末
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
可
能
性
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
よ
う
な
好
転
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
イ
リ
境
界
問
題
に
関
す
る
曰
本
側
、
中
国
側
の
一
次
資
料
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
琉
球
帰
属
問
題
を
め
ぐ
る
曰
清
交
渉
と
の
関
連
性
を
引
き
出
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
清
朝
の
遷
延
策
の
原
因
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
光
を
あ
て
た
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
、
西
里
喜
行
『
清
末
中
琉
曰
関
係
史
の
研
究
』
（
京
都
大
学
出
版
会
二
○
○
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
で
は
、
曰
漬
外
交
上
に
お
け
る
琉
球
帰
属
問
題
を
中
心
に
曰
本
側
、
清
朝
側
、
琉
球
側
か
ら
「
琉
球
処
分
」
の
全
体
像
を
烏
撤
し
て
い
る
。
ま
た
「
琉
球
処
分
」
の
始
期
と
終
期
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
曰
清
戦
争
と
設
定
し
、
中
、
琉
、
曰
以
外
に
も
英
仏
米
が
関
与
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
琉
球
処
分
の
概
念
を
広
義
と
し
て
「
ア
ヘ
ン
戦
争
か
みたい。
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ら
曰
清
戦
争
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
再
編
成
期
に
お
け
る
琉
球
の
〈
主
権
〉
Ⅱ
自
己
決
定
権
に
対
す
る
国
際
的
干
渉
、
介
入
、
剥
奪
と
そ
の
既
成
事
実
化
の
た
め
の
措
置
」
と
し
、
狭
義
の
概
念
と
し
て
二
九
世
紀
の
七
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
に
至
る
時
期
の
琉
球
の
併
合
と
分
割
を
め
ぐ
る
曰
本
と
清
朝
の
一
連
の
内
政
・
外
交
施
策
、
及
び
曰
本
に
よ
（７） 
る
併
〈
ロ
の
既
成
事
実
化
と
そ
の
承
服
を
強
制
す
る
一
連
の
措
置
」
と
定
義
付
け
た
。
さ
て
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
引
き
つ
け
る
と
、
西
里
は
琉
球
人
・
向
徳
宏
（
幸
地
親
方
）
等
に
よ
る
清
朝
に
対
す
る
「
救
国
運
動
」
が
、
特
に
対
曰
交
渉
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
北
洋
大
臣
・
李
鴻
章
の
態
度
変
更
を
導
き
、
総
理
各
国
事
務
衙
門
（
以
下
、
総
理
衙
門
（８） 
と
略
す
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
清
朝
内
部
の
政
策
決
定
を
覆
し
た
と
す
る
新
た
な
説
を
膨
大
か
つ
詳
細
な
資
料
で
分
析
し
て
い
る
。
西
里
に
よ
る
と
、
琉
球
帰
属
問
題
が
北
京
で
談
判
さ
れ
て
い
た
時
期
、
つ
ま
り
一
八
八
○
年
八
月
一
八
曰
か
ら
一
○
月
二
一
曰
の
間
に
は
、
「
清
露
関
係
も
既
に
緊
張
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
外
交
交
渉
の
段
階
に
入
っ
て
お
り
、
分
島
改
約
交
渉
が
妥
結
し
た
一
○
月
二
一
曰
以
後
の
一
○
曰
間
に
清
露
関
係
が
緊
張
か
ら
緩
和
へ
急
変
し
た
と
い
う
事
（９） 
実は確認されない」と、一」れまでの通説とは異なる可能性を提示した。
本稿では、当時の駐天津領事竹添進一郎、駐上海総領事品川忠道、駐露代理公使西徳二郎・柳原前光、
そ
し
て
北
京
に
滞
在
し
て
い
た
駐
清
公
使
宍
戸
磯
等
に
よ
る
井
上
馨
外
務
卿
と
の
や
り
と
り
か
ら
、
イ
リ
境
界
問
題
を
め
ぐ
る
清
露
情
勢
を
明
ら
か
に
し
、
交
渉
過
程
と
往
復
書
簡
・
電
報
の
時
間
的
近
接
性
に
も
と
づ
く
相
互
作
用
を
中
心
に
曰
清
・
清
露
の
両
外
交
問
題
の
密
接
性
を
論
じ
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
さ
ら
に
、
中
国
国
内
に
お
け
る
イ
リ
境
界
（、）
問
題
の
一
次
資
料
お
よ
び
先
行
研
究
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
曰
本
駐
清
・
駐
露
外
交
官
の
情
報
の
正
確
さ
、
お
よ
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ぴこれら資料の価値を見いだすことにも焦点をあてる。なぜなら、外交交渉の過程に注目した際、当
然
な
が
ら
当
事
国
・
当
事
者
に
関
係
す
る
資
料
に
そ
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
当
事
者
で
あ
る
相
手
国
の
資
料
や
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
第
三
者
（
国
）
の
同
時
期
に
存
在
す
る
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
清
露
外
交
と
曰
清
外
交
を
つ
き
合
わ
せ
て
そ
の
関
連
性
を
引
き
出
す
に
は
、
以
下
の
点
に
そ
の
重
要性が絞られるであろう。つまり、①露国駐清公使ビュッオフ（言、の二一の言百・三）の来清談判の可能
性
が
浮
上
し
た
時
期
、
及
び
②
そ
の
可
能
性
が
消
滅
し
た
時
期
、
③
清
露
問
談
判
の
情
勢
を
李
鴻
章
が
い
つ
、
ど
の
段
階
で
知
り
得
た
か
、
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
当
時
ビ
ュ
ッ
オ
フ
は
駐
清
公
使
で
、
イ
リ
境
界
問
題
を
め
ぐ
る
清
露
談
判
に
あ
た
り
露
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
帰
国
し
て
い
た
。
し
か
し
、
曾
紀
澤
と
の
交
渉
が
難
航
す
る
や
談
判
地
を
北
京
に
移
す
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
で
、
清
朝
を
動
揺
さ
せ
て
清
露
交
渉
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
時
期
を
清
朝
、
総
理
衙
門
、
と
り
わ
け
李
鴻
章
が
ど
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
リ
境
界
問
題
が
曰
清
間
の
琉
球
帰
属
問
題
に
与
え
る
影
響
力
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
対
曰
（
海
防
）
、
対
露
（
塞
防
）
外
交
を
同
時
に
抱
え
て
い
た
清
朝
に
と
っ
て
、
「
曰
露
提
携
」
の
可
能
性
の
有
無
が
極
め
て
重
要
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
李
鴻
章
は
「
曰
露
提
携
」
の
可
能
性
を
、
清
露
交
渉
の
経
過
と
結
果
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。
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近
代
明
治
国
家
が
幕
を
開
け
て
問
も
な
い
頃
の
一
八
七
一
年
二
月
、
曰
本
、
中
国
、
琉
球
を
揺
る
が
す
一
つ
の
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
は
宮
古
島
・
八
重
山
島
民
の
乗
船
が
漂
流
し
、
台
湾
南
部
高
雄
州
の
沿
岸
に
流
れ
着
き
、
六
六
名
が
上
陸
し
た
こ
と
を
発
端
と
す
る
。
漂
流
者
六
六
名
の
う
ち
五
四
名
が
原
住
民
の
生
蕃
人
に
殺
害
さ
れ
、
生
き
残
っ
た
一
二
名
は
一
八
七
二
年
六
月
那
覇
に
帰
着
し
た
。
こ
の
台
湾
事
件
を
機
に
曰
清
間
に
浮
上
し
た
の
が
、
琉
球
の
帰
属
問
題
で
あ
る
。
当
時
、
明
治
政
府
は
国
内
統
一
の
た
め
中
央
集
権
化
を
図
り
、
廃
藩
置
県
を
政
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
琉
球
国
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
琉
球
国
を
廃
止
し
て
琉
球
藩
を
設
置
し
□
八
七
二
年
九
月
）
、
’
八
七
九
年
に
は
そ
の
琉
球
藩
か
ら
沖
縄
県
を
設
置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
明
治
政
府
の
一
方
的
で
急
速
な
処
置
に
対
し
て
、
清
朝
は
難
色
を
示
し
た
。
清
朝
は
琉
球
帰
属
問
題
に
対
し
て
、
初
代
駐
曰
公
使
と
し
て
任
じ
た
何
如
璋
を
あ
た
ら
せ
た
。
何
如
璋
は
「
琉
球
国
の廃止」、「朝貢・冊封関係の停止」に対する批判の意を込めた内容の書簡を寺島宗則外務卿宛に送り、
琉
球
へ
の
処
分
に
対
す
る
撤
回
を
求
め
た
。
し
か
し
、
明
治
政
府
は
こ
の
書
簡
を
暴
言
に
近
い
内
容
で
あ
る
と
批
判
し
、
逆
に
何
如
璋
に
対
し
て
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
た
。
両
者
は
互
い
の
主
張
を
繰
り
返
し
、
交
渉
は
脱
線
し
行
き
詰
っ
た
。
このような状況の中、米国前大統領・グラント（二『の⑭⑦の、一一旨の○二の『四三）が一八七九年に中国を訪問
す
る
。
そ
の
際
に
、
グ
ラ
ン
ト
は
清
朝
側
か
ら
琉
球
帰
属
問
題
の
調
停
を
依
頼
さ
れ
る
。
中
国
を
後
に
し
た
グ
ラ
ン
ト
二
、
琉
球
帰
属
問
題
と
イ
リ
境
界
問
題
の
発
端
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は
、
曰
本
に
到
着
後
、
明
治
政
府
側
か
ら
も
琉
球
の
帰
属
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
事
情
を
き
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
グ
ラ
ン
ト
の
仲
介
を
機
に
硬
直
し
て
い
た
曰
清
交
渉
が
再
び
動
き
始
め
、
一
八
八
○
年
北
京
交
渉
で
談
判
の
中
心
と
な
る
改
約
分
島
交
渉
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
清
朝
は
こ
の
琉
球
帰
属
問
題
と
並
行
し
て
露
国
と
の
領
土
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
中
国
北
西
部
に
位
置
す
る
新
彊
地
区
の
回
族
の
乱
を
口
実
に
露
国
が
中
国
新
彊
北
西
部
の
イ
リ
地
方
に
出
兵
、
占
領
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
清
露
間
で
イ
リ
地
方
を
め
ぐ
る
領
土
問
題
が
浮
上
す
る
。
’
八
七
五
年
に
清
朝
は
左
宗
巣
を
欽
差
大
臣
に
任
じ
新
彊
問
題
に
あ
た
ら
せ
、
’
八
七
八
年
に
は
新
彊
全
域
に
及
ん
だ
回
教
徒
の
乱
を
沈
静
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
の
イ
リ
地方返還交渉では崇厚が露国に派遣され、一八七九年リバディア（Ｅく且一四）条約を結ぶにいたった。
し
か
し
、
崇
厚
が
調
印
し
た
同
条
約
は
清
朝
に
と
っ
て
不
利
な
条
件
が
多
く
、
賠
償
金
（
五
○
○
万
ル
ー
ブ
ル
）
と
露
国
へ
の
大
幅
な
領
土
割
譲
に
清
朝
内
で
は
批
判
が
高
ま
り
、
清
朝
皇
帝
の
批
准
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
清
朝
は
再
度
交
渉
の
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
曾
紀
澤
を
露
都
に
送
っ
た
。
清
露
間
の
交
渉
で
は
、
崇
厚
が
結
ん
だ
リ
バ
デ
ィ
ア
条
約
を
「
修
正
」
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
崇
厚
と
の
交
渉
を
一
度
白
紙
に
戻
し
て
あ
ら
た
に
曾
紀
澤
と
交
渉
す
る
の
か
が
焦
点
に
な
っ
た
。
露
国
は
当
然
な
が
ら
自
国
に
有
利
な
リ
バ
デ
ィ
ア
条
約
を
基
盤
に
修
正
す
る
こ
と
に
固
執
し
た
が
、
曾
紀
澤
も
譲
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
清
露
交
渉
は
一
度
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
幾
度
の
衝
突
を
経
（、）
て
、
一
八
八
一
年
露
都
ペ
ー
ナ
ル
ブ
ル
グ
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た
の
が
イ
リ
条
約
で
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
前
史
を
踏
ま
え
、
’
八
八
○
年
八
月
か
ら
曰
清
問
で
始
ま
っ
た
北
京
交
渉
で
は
、
主
に
分
島
案
及
４７日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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び
改
約
案
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。
計
八
回
に
わ
た
る
交
渉
の
末
、
特
命
全
権
公
使
・
宍
戸
磯
等
と
総
理
衙
門
と
の
間
で
琉
球
分
割
条
約
を
議
定
す
る
に
い
た
っ
た
。
曰
本
は
こ
の
交
渉
の
成
果
と
し
て
、
最
恵
国
待
遇
を
曰
清
修
好
条
規
の
増
加
条
款
と
し
て
追
加
し
た
。
ま
た
領
土
面
に
お
い
て
は
、
清
朝
に
は
宮
古
・
八
重
山
諸
島
を
割
譲
し
、
条
件
と
し
て
曰
本
が
一
切
干
渉
し
な
い
こ
と
を
取
り
決
め
た
。
交
渉
終
了
後
、
清
朝
国
内
で
は
こ
の
琉
球
分
割
条
約
に
対
し
て
批
判
が
高
ま
り
、
主
に
李
鴻
章
、
蘆
事
府
右
庶
子
・
陳
寶
深
、
蘆
事
府
左
庶
子
・
張
之
洞
等
の
反
対
意
見
に
よ
り
、
総
理
衙
門
は
「
調
印
の
遷
延
」
と
い
う
手
段
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
｜
度
交
渉
を
終
え
た
は
ず
の
条
約
が
清
朝
国
内
で
論
争
が
巻
き
起
こ
り
、
再
度
交
渉
す
る
方
向
に
流
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
琉
球
分
割
条
約
と
イ
リ
条
約
は
酷
似していると一一一一口えるであろう。宍戸公使にとって、総理衙門のこのような態度は予想外であった。宍
戸
公
使
は
総
理
衙
門
に
対
し
て
、
条
約
の
調
印
・
批
准
を
度
々
催
促
し
た
。
し
か
し
総
理
衙
門
は
取
り
合
わ
ず
、
一
貫
（皿）
してその態度を変えなかった。曰清間に浮上した琉球帰属問題は一一ヶ月にわたる交渉の末に一度は妥
結
に
い
た
っ
た
が
、
総
理
衙
門
の
調
印
の
拒
否
、
宍
戸
公
使
の
帰
国
に
よ
っ
て
解
決
に
い
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
次
章
か
ら
詳
細
に
述
べ
る
が
、
琉
球
分
割
条
約
に
対
す
る
清
朝
の
遷
延
策
の
背
景
に
は
、
露
国
と
の
外
交
交
渉
が
繰
り広げられていたことが起因している。先述したように一八七○年代から一八八○年代にかけて清朝
内
に
お
い
て
も
、
曰
本
以
外
と
も
早
急
な
解
決
を
必
要
と
す
る
外
交
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
他
国
と
の
兼
ね
合
い
も
こ
の
琉
球
帰
属
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
情
王
朝
の
幕
開
け
か
ら
辛
亥
革
命
ま
で
続
く
お
よ
そ
二
七
○
年
と
い
う
清
朝
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
こ
の
時
期
は
特
に
「
外
圧
」
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
そ
の
外
交
ス
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こ
こ
で
は
ま
ず
明
治
政
府
が
清
露
間
の
外
交
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
た
か
を
資
料
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
と
く
に
、
北
京
で
の
曰
清
間
に
お
け
る
改
約
分
島
交
渉
前
後
の
時
期
に
絞
り
、
明
治
政
府
と
り
わ
け
井
上
馨
外
務
卿
の
駐
清
公
使
へ
の
指
示
に
注
目
し
て
み
た
い
。
一
八
八
○
年
八
月
一
八
曰
、
曰
清
談
判
の
第
一
回
交
渉
が
始
ま
っ
て
か
ら
ま
も
な
く
、
井
上
外
務
卿
の
同
年
八
月
三
（Ｂ） 
｜
曰
の
宍
戸
公
使
宛
書
簡
に
は
「
清
露
葛
藤
」
の
情
勢
を
利
用
し
、
今
こ
そ
弱
点
を
抱
え
た
清
朝
に
た
た
み
か
け
、
｝
」
の
好
機
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
指
示
し
て
い
る
。
総
理
衙
門
諸
大
臣
等
ノ
多
事
困
難
モ
想
察
被
致
候
就
テ
ハ
此
好
機
会
二
投
シ
我
方
ヨ
リ
可
成
手
強
ク
談
判
二
及
上
候
節
ハ
或
ハ
我
企
図
ス
ル
如
ク
速
二
結
局
一
一
可
至
卜
存
候
間
員
君
二
於
テ
モ
目
下
彼
ノ
弱
点
二
乗
シ
毫
モ
猶
予
ヲ
与
ヘ
ス
衙
門
二
迫
り
御
切
論
有
之
我
方
略
ノ
必
成
ヲ
期
セ
ラ
レ
候
様
致
翼
望
候
こ
こ
に
は
、
井
上
外
務
卿
の
強
気
な
外
交
ス
タ
ン
ス
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
竹
添
進
一
郎
に
対
し
タ
イ
ル
に
も
一
貫
性
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
次
章
か
ら
清
朝
が
改
約
分
島
交
渉
と
同
時
に
進
め
て
い
た
露
国
と
の
イ
リ
境
界
問
題
へ
の
対
応
と
、
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
明
治
政
府
の
対
外
政
策
を
見
て
い
く
こ
と
に
する。三、
井
上
馨
の
イ
リ
境
界
問
題
へ
の
対
応
４９日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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て
は
「
情
政
府
モ
魯
ト
ノ
決
局
模
様
ニ
因
り
吾
ト
ノ
事
件
談
判
ノ
緩
急
ス
ル
略
ア
ル
ハ
本
然
二
候
」
と
井
上
自
身
の
見
（川）
解
を
示
し
、
「
井
上
毅
卜
倶
二
宍
戸
公
使
へ
協
力
」
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
（喝）
改
約
分
島
交
渉
は
曰
本
に
と
っ
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
第
五
回
（
同
年
九
月
一
一
五
曰
）
の
会
談
で
は
、
総
理
衙
門
が
曰
清
修
好
条
規
の
「
改
約
案
」
に
対
し
て
難
色
を
示
す
態
度
を
見
せ
た
。
王
我
国
貴
国
ト
ノ
条
約
ハ
他
各
国
卜
其
精
神
ヲ
殊
ニ
シ
毎
事
両
々
相
対
訂
約
候
事
ニ
テ
既
二
内
地
通
商
ノ
儀
モ
双
方
共
一
一
不
許
候
事
通
商
章
程
第
十
四
款
二
掲
明
候
事
ニ
モ
有
之
右
二
付
今
般
相
許
候
節
ハ
矢
張
旧
曰
ノ
精
神
ニ
ョ
リ
双
方
ト
モ
ニ
相
許
候
事
二
無
之
テ
ハ
不
都
合
二
候
公
便
均
霜
ト
ハ
他
各
国
ヲ
通
候
一
体
ノ
名
称
ニ
テ
彼
此
両
辺
ノ
語
二
無
之
シ
カ
シ
両
国
同
様
均
霜
ヲ
差
允
候
ハ
ハ
矢
張
両
々
相
対
候
精
神
ニ
ハ
不
都
合
ノ
事
有
之
間
敷
候
且
右
様
御
説
ニ
テ
ハ
先
般
節
略
ノ
主
意
卜
駈
鋸
有
之
候
様
二
存
候
つ
ま
り
総
理
衙
門
は
曰
清
修
好
条
規
と
、
性
質
を
異
に
す
る
他
国
と
の
条
約
を
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
明
治
政
府
の
提
案
し
た
改
約
案
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
宍
戸
公
使
は
井
上
外
務
卿
宛
の
書
簡
に
お
い
（応）
て
、
｝
」
の
曰
の
交
渉
で
は
「
｜
体
遵
守
卜
両
辺
相
酬
ト
ノ
差
別
」
に
も
論
点
が
注
が
れ
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
相
酬
」
と
二
体
遵
守
」
に
両
国
の
認
識
の
誤
差
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
（Ⅳ） 
｝
」
の
曰
の
報
告
が
宍
戸
公
使
か
ら
送
ら
れ
た
同
曰
、
井
上
外
務
卿
は
品
川
上
海
総
領
事
宛
に
次
の
よ
う
な
書
簡
を
送
った。
5０ 
Hosei University Repository
目下琉事談判中ハ魯国人士殊二官員一一接セラレ候節ハ成ル可ク厚ク意ヲ用ヒテ款待セラレ外面一一
示
ス
ニ
曰
魯
関
係
親
密
ノ
情
勢
ヲ
以
テ
シ
暗
二
情
政
府
ヲ
シ
テ
他
曰
緩
急
事
ア
ル
ニ
当
り
曰
魯
合
従
ノ
嫌
疑
ヲ
懐
カ
シ
メ
伊
蟄
問
題
了
局
ノ
前
二
於
テ
速
二
我
要
求
二
応
セ
シ
メ
候
様
誘
導
致
候
井
上
外
務
卿
は
品
川
に
、
露
国
人
と
親
密
に
接
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
「
曰
露
提
携
説
」
を
以
て
清
朝
を
惑
わ
し
、
改
約
分
島
交
渉
を
有
利
に
導
き
、
な
る
べ
く
早
期
妥
結
に
至
る
こ
と
が
最
善
の
策
と
説
い
て
い
る
。
井
上
外
務
卿
は
品
（旧）
川だけではなく、ニハ戸公使にも同様に、
既
二
竹
添
領
事
力
先
般
北
京
滞
在
中
張
之
洞
宝
廷
ノ
両
人
二
面
話
ノ
節
モ
前
段
ノ
疑
心
有
之
ヨ
リ
頻
二
推
問
致
候
ニ付同領事二於テハ一一一一ロヲ尽クシテ弁解致シ為二彼ノ疑団モ氷解致シタリトノ事二候然ルー我邦
ノ
タ
メ
ニ
計
ル
ー
当
時
清
政
府
ヲ
シ
テ
斯
ノ
如
キ
疑
惑
ヲ
懐
カ
シ
ム
ル
ハ
却
テ
我
便
益
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
可
シ
寧
ロ
此
儘
二
放
却
致
シ
置
キ
彼
ヲ
シ
テ
疑
心
暗
鬼
ヲ
生
セ
シ
メ
我
ハ
之
二
籍
テ
我
欲
ス
ル
所
ヲ
達
ス
ル
ノ
道
ヲ
求
ム
可
ク
故
ラ
ニ
彼
力
疑
団
ヲ
解
キ
我
乗
ス
可
キ
ノ
量
ヲ
失
う
力
如
キ
ハ
策
ノ
得
夕
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ス
ト
相
考
候
依
テ
直
二
本
月
二
十
五
曰
別
紙
写
ノ
通
り
品
川
総
領
事
ヲ
経
テ
貴
君
丼
二
竹
添
領
事
へ
電
報
差
立
ダ
ル
事
二
候
尚
此
辺
ノ
主
意
篇
卜
御
領
得
自
今
外
人
へ
交
際
ノ
節
其
事
跡
言
辞
ヲ
暖
昧
二
附
シ
如
何
ニ
モ
曰
魯
合
縦
ノ
実
ア
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
清
国
吏
人
ヲ
シ
テ
益
其
疑
団
ヲ
固
結
セ
シ
ム
ル
様
御
仕
向
ケ
可
被
成
候
と
、
清
朝
に
対
し
て
は
「
曰
露
提
携
説
」
の
真
偽
を
「
暖
昧
」
に
し
て
「
疑
心
暗
鬼
」
を
持
た
せ
な
が
ら
、
改
約
分
島
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
井
上
外
務
卿
の
外
交
政
策
は
清
露
間
の
葛
藤
を
利
用
す
る
こ
と
に
徹
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底
し
て
お
り
、
曰
清
修
好
条
規
の
改
約
に
執
着
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
一八八○年八月一八曰から開始された曰清交渉は、同年一○月一一一曰の第八回最終交渉を終えて一
応
の
実
を
結
び
幕
は
閉
じ
ら
れ
た
か
に
見
え
た
。
こ
こ
で
「
一
応
」
と
し
た
の
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
井
上
外
務
卿
の
苦
肉
の
策
も
清
朝
の
「
遷
延
」
と
い
う
手
段
に
よ
り
、
改
約
分
島
交
渉
は
開
花
を
待
た
ず
朽
ち
る
こ
と
に（旧）
なるからである。一度妥結にいたった条約に対する「中変」の原因をニハ戸公使は井上外務卿宛の報告
に
「
球
案
決
議
ノ
節
迄
ハ
総
署
ニ
テ
モ
急
速
二
了
局
可
致
見
込
ノ
処
其
後
俄
都
ヨ
リ
曾
紀
澤
談
判
ノ
様
子
ヲ
報
知
シ
先
ハ
平
和
ニ
モ
可
相
成
哉
ノ
模
様
相
見
へ
候
処
ヨ
リ
俄
カ
ニ
球
案
ノ
決
ヲ
中
沮
イ
タ
シ
」
と
イ
リ
境
界
問
題
が
曾
紀
澤
に
よ
っ
て
解
決
す
る
見
込
み
が
つ
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
清
露
情
勢
の
好
転
」
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
また、今後の改約分島交渉の行方として「両洋大臣等へ下問云々ヲ以テ暫ク我国ヲ釣り付ケ置キ来春
迄
遷
延
ス
ル
ノ
策
ヲ
｜
決
シ
清
俄
葛
藤
了
局
ノ
模
様
二
因
テ
球
案
ノ
結
不
結
ヲ
決
シ
候
主
意
歎
卜
被
察
候
」
と
、
自
力
で
の
復
談
の
可
能
性
は
低
く
、
今
後
の
イ
リ
境
界
問
題
の
情
勢
に
期
待
す
る
し
か
な
い
と
半
ば
諦
め
て
い
る
。
本
来
、
二
国
間
の
外
交
問
題
と
い
う
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
当
事
者
に
直
接
的
な
利
害
関
係
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
明
治
政
府
は
清
朝
と
露
国
の
間
に
生
じ
た
イ
リ
境
界
問
題
に
対
し
て
執
勧
に
そ
の情報を収集し、かつ改約分島交渉に及ぼす影響を計算している。要するに、明治政府にとって「清
俄
葛
藤
」
の
結
果
が
自
国
の
利
害
関
係
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
曰
本
に
そ
の
身
を
置
き
な
が
ら
、
宍
戸
、
竹
添
等
に
イ
リ
境
界
問
題
へ
の
対
応
を
指
示
し
て
い
た
井
上
外
務
卿
は
ど
の
よ
う
に
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そ
の
情
報
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
曰
本
駐
露
公
使
等
に
よ
る
井
上
外
務
卿
宛
の
「
清
俄
葛
藤
」
の
情
報
及
び
彼
ら
の
分
析
を
資
料
『
伊
蟄
地
方
一
一
於
ケ
ル
境
界
問
題
一
一
閲
シ
露
清
雨
國
葛
藤
一
件
明
治
十
二
年
ｌ
明
治
十
四
（、）
年
」
（
以
下
、
『
伊
蟄
地
方
」
と
略
す
）
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
井
上
外
務
卿
が
ど
の
よ
う
に
清
露
情
勢
を
知
り
得
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
同
時
に
、
先
述
し
た
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
の
可
能
性
が
清
朝
の
外
交
に
与
え
る
影
響
力
を
考
察
す
る
。
『
伊
製
地
方
』
に
よ
る
と
、
一
八
七
九年一一一月一一一曰付の西徳二郎駐露代理公使の井上外務卿宛の書簡から、’八八一年二月一一五曰付の柳
原
駐
露
公
使
の
井
上
外
務
卿
宛
の
報
告
ま
で
、
こ
の
時
期
の
イ
リ
境
界
問
題
に
関
す
る
往
復
文
書
は
確
認
さ
れ
る
か
ぎ
り
少
な
く
と
も
計
二
二
通
に
の
ぼ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
イ
リ
境
界
問
題
に
対
し
て
崇
厚
が
調
印
し
た
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
条
約
は
、
清
露
国
境
の
領
土
を
露
国
側
に
割
譲
す
る
と
い
う
点
で
問
題
が
多
く
、
調
印
後
に
清
朝
の
中
で
物
議
を
醸
し
た
。
そ
の
結
果
、
崇
厚
が
調
印
し
た
条
約
は
「
違
訓
越
権
之
虚
」
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
清
朝
と
し
て
は
承
認
し
難
く
、
そ
の
た
め
崇
厚
の
代
わ
り
に
「
熟
悉
中
外
交
渉
事
件
」
と
清
朝
内
に
お
い
て
外
交
手
腕
に
評
価
の
高
い
曾
紀
澤
（
当
時
、
駐
英
公
使
）
を
露
国
欽
差
大
臣
（、）
に
任
じ
、
再
度
露
国
と
の
交
渉
に
あ
た
ら
せ
た
。
一
八
八
○
年
七
月
三
○
曰
に
曾
紀
澤
は
露
都
ペ
ー
プ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
四
、
イ
リ
境
界
問
題
の
趨
勢
と
日
本
駐
清
・
駐
露
外
交
官
の
洞
察
５３日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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（、）
し
、
同
年
八
月
四
曰
に
露
国
外
交
部
し
」
接
触
し
た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、
清
露
間
は
徐
々
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
｜
度
調
印
に
い
た
っ
た
条
約
に
対
し
て
再
度
談
判
を
試
み
る
こ
と
は
、
当
時
の
国
際
情
勢
に
鑑
み
て
も
外
交
交
渉
と
し
て
は
少
な
か
ら
ず
危
険
を
は
ら
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
清
朝
の
「
中
変
」
は
琉
球
帰
属
問
題
の
改
約
分
島
交
渉
の
み
な
ら
ず
、
清
露
間
に
お
い
て
も
前
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
リ
境
界
問
題
が
再
度
動
き
始
め
た
な
か
で
井
上
外
務
卿
は
柳
原
前
光
駐
露
代
理
公
使
に
一
八
八
○
（羽）
年九月一四曰「三四［ｓｏ一・ｍの｜くい○三昊巨》の三の、。（三一・一］ロー〔一『ので。『〔ご〔の｜の、己已」と、曾紀澤の談判交渉
（四）
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
１
〕
て
、
柳
原
は
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る
。
｛（の①の『こめ二一□このの［一○二ののぎ四一一ケのこの、○〔一口〔の〔一四〔での六一二○．つ。Ｑ帛一Ｃ一三四『すこ〔で『ので四『ロ［一○己の二○［ロの、一の、〔のユ・
団三の○局｛［すの宛このの一目三三の〔の『｜の『［ゴの『の四二・官○の①のこのの一○三一旨一○勺の六三・
ｍ○六一（①三三一一の白二さ『Ｆ○どこ。ごウニ三一一円の三『一］どの×［三○くの三ヶの『・
柳
原
の
報
告
に
よ
る
と
、
露
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
交
渉
が
、
こ
こ
で
は
北
京
に
移
さ
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
談
判
地
の
露
都
を
離
れ
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
は
北
京
へ
曾
紀
澤
は
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
う
予
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
の
現
地
情
勢
、
清
朝
の
対
応
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
そ
の
後
の
清
朝
に
お
い
て
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
の
可
能
性
が
外
交
上
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
清
朝
が
イ
リ
境
界
問
題
に
対
し
て
妥
協
案
を
提
出
す
る
こ
と
で
ビ
ュ
ッ
オ
フ
は
露
国
へ
戻
り
、
曾
紀
澤と談判が再開されることになる。それについて、井上外務卿は同年九月一一六曰に．西のロａ因三の。｛｛
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ゴロのウの①二○ａの『①この［・勺の（の「のワこ『ぬミラ四二の一一］のヨ皇［の『□｛の②○三ｓ【巨一］の、○〔一四（一己、。ご【巨一＆一四口このめ（一○コ□
（坊）
エロの三の『三（の一の、『ｇ三『二三のＱ亘①｜く」と早速ビュッオフが露国に引き返した真相を確かめている。この
（お）
井上外務卿の圭巨簡への回答か定かではないが、柳原は次のような清露情勢分析を送っている。
「清露関係事件ハ双方共平和主義ヲ唱へ露公使ビュッヲフハ北京一一向上既二出發ノ虚此節瑞西國ヨ
リ
引
返
シ
清
國
公
使
モ
已
二
英
國
へ
去
ラ
ン
ト
シ
テ
猶
滞
留
昨
今
又
候
談
判
中
ノ
由
何
力
必
ラ
ス
愛
事
ア
ル
事
卜
相
見
へ候二付昨曰曾紀澤一一面晤ノ節相尋候虚」と、これまでの談判過程について、柳原は曾紀澤に直接面
会
し
て
訊
ね
て
い
る
。
そ
こ
で
知
り
得
た
情
報
に
よ
る
と
、
露
国
は
「
北
京
二
於
テ
條
約
再
修
セ
ン
ト
事
ヲ
欲
シ
」
て
お
り
、
｜
方
清
朝
は
「
當
地
一
一
於
テ
談
判
セ
ン
事
ヲ
要
シ
」
て
お
り
、
「
此
等
ノ
看
込
違
ヒ
ョ
リ
シ
テ
今
二
何
レ
ト
モ
談
判
結
局
一
一
至
り
カ
タ
シ
」
と
両
国
の
意
見
が
衝
突
し
、
｜
時
は
談
判
が
難
航
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
尤
清
國
二
於
テ
モ
先
般
崇
厚
ノ
調
印
セ
シ
條
約
ヲ
全
ク
塵
棄
ス
ル
ノ
意
ニ
ア
ラ
ス
只
其
中
清
國
二
於
テ
實
施
シ
カ
タ
キ
箇
條
ヲ
少
々
修
正
セ
ン
事
ヲ
望
ム
迄
ナ
リ
云
々
尤
外
交
秘
密
ハ
公
使
ヨ
リ
言
外
セ
サ
レ
ト
モ
先
般
一
段
落
後
本
國
二
於
テ
愛
故
ア
リ
タ
ル
事
卜
相
見
へ
當
地
ヲ
去
ラ
ン
ト
シ
タ
ル
ト
キ
其
書
記
官
一
名
復
命
ノ
為
メ
カ
本
國
へ
出
發
致
シ
既
ニ
マ
ル
セ
ー
ル
迄
至
り
シ
虚
俄
カ
ニ
喚
返
シ
タ
リ
（
原
註
。
コ
ノ
書
記
官
卜
云
フ
ハ
崇
厚
大
使
ノ
書
記
官
ニ
シ
テ
同
氏
當
地
ヲ
去
ル
ー
臨
ン
テ
臨
時
代
理
公
使
ト
シ
テ
在
留
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
曾
公
使
當
府
二
来
着
迄
ハ
コ
ノ
儘
ニ
ァ
リ
タ
リ
）
猶
當
地
政
府
内
算
ヲ
傳
聞
ス
ル
ニ
彼
ノ
清
國
政
府
ハ
毎
事
優
柔
不
断
當
地
二
於
テ
其
使
節
二
談
判
ス
ル
モ
容
易
ニ
結
局
二
至
リ
カ
タ
ク
且
又
後
ハ
如
何
ノ
愛
状
ヲ
生
ス
ル
モ
計
リ
カ
タ
シ
故
二
其
全
権
ヲ
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慎している。
察している。
（刀）
そ
の
後
、
井
上
外
務
卿
は
北
京
で
談
判
中
の
宍
戸
公
使
宛
に
「
去
ル
五
曰
魯
公
使
ヨ
リ
極
内
二
承
及
候
ニ
ハ
去
月
初
（ママ）
旬魯京出發北京赴任ノ途中一一有之候魯国公使ビュッソフ氏ニハ俄二魯京一一召還ノ電報ヲ接シタル」と
清
露
情
勢
に
急
展
開
が
生
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
同
年
一
○
月
五
曰
の
柳
原
駐
露
公
使
か
ら
の
雪
（ママ）
報を指している。柳原は「シ三一『めすの三の⑦二三いの一四口三つ一］一一］四四『のｎ言二ｍの９『①８三一く『、三四・『『『の三『この□
（羽）
言ヨミミロョの○六冒一〈この（・弓のこすの円の。」、と同年一○月四曰に報告した内容をここでは省略し、これま
で
膠
着
状
態
で
あ
っ
た
清
露
情
勢
に
再
度
動
き
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
情
報
を
受
け
、
井
上
外
務
卿
は
こ
れ
ま
で
慎
重
に
進
め
て
き
た
曰
清
間
の
改
約
分
島
条
約
が
「
一
朝
水
泡
」
の
結
果
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
危
北
京
二
遣
シ
根
本
諸
大
臣
卜
直
二
談
判
シ
若
シ
事
急
二
協
ハ
ス
ン
ハ
其
使
節
ハ
直
チ
ニ
引
上
ケ
兼
テ
東
方
二
豫
置
シ
タ
ル
艦
隊
ヲ
以
テ
威
カ
ニ
依
テ
其
結
果
ヲ
得
ル
ー
如
カ
ス
ト
ノ
趣
と
、
曾
紀
澤
か
ら
外
交
機
密
に
つ
い
て
は
「
言
外
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
清
朝
と
し
て
は
崇
厚
が
結
ん
だ
リ
バ
デ
ィ
ア
条
約
を
完
全
に
破
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
難
き
条
項
に
つ
い
て
「
修
正
」
を
要
求
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
こ
こ
に
清
朝
の
対
イ
リ
境
界
問
題
の
姿
勢
が
集
約
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
ビ
ュ
ッ
オ
フ
が
来
清
の
た
め
に
露
都
を
離
れ
た
経
緯
と
し
て
は
、
曾
紀
澤
と
の
交
渉
で
は
談
判
が
い
つ
終
局
に
い
た
る
か
わ
か
ら
ず
、
そ
の
後
の
事
態
が
悪
化
す
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
露
国
は
早
め
に
北
京
に
て
直
談
判
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
5６ 
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（羽）
そこで、井上外務卿はより詳細な事実を入手するため、再度柳原に訓令を発した。おそらく、｝」の
（釦）
時は同年一○月四曰の柳原からの書簡は未だ井上外務卿の手一元に届いていないと思われる。その一一曰
（弧）
後
、
柳
原
は
前
回
に
引
き
続
き
清
露
情
勢
の
現
状
に
つ
い
て
返
電
１
）
て
い
る
が
、
同
年
一
○
月
四
曰
の
書
簡
に
比
べ
る
と
、
詳
細
さ
を
欠
い
て
い
る
。
（犯）
そ
の
後
、
柳
原
は
現
地
の
英
国
代
理
公
使
を
訪
ね
て
、
清
露
情
勢
に
つ
い
て
「
探
偵
」
し
て
い
る
。
そ
の
報
告
聿
皀
に
よ
る
と
、
ま
ず
イ
リ
境
界
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
秘
密
ノ
事
二
付
容
易
二
確
ダ
ル
義
ハ
探
知
致
シ
カ
タ
ク
候
」
、
そ
れ
故
、
「
去
十
曰
英
國
代
理
公
使
ヲ
訪
上
同
使
ノ
見
込
ヲ
尋
候
虚
」
、
し
か
し
そ
れ
で
も
や
は
り
確
説
は
容
易
に
は
得
難
く
、
た
だ
「
同
使
ノ
考
察
ニ
ハ
情
ハ
當
地
ニ
テ
談
判
セ
ン
事
ヲ
欲
シ
露
ハ
北
京
一
一
於
テ
セ
ン
事
ヲ
望
」
ん
で
い
る
。
清
朝
が
北
京
で
は
な
く
、
露
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
の
談
判
に
こ
だ
わ
っ
た
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
｜
旦
露
ノ
望
二
應
シ
北
京
二
於
テ
ス
ル
見
込
二
テ
ビ
ュ
ッ
オ
フ
モ
出
立
シ
タ
ル
所
近
頃
露
ノ
艦
隊
東
洋
二
聲
威
ヲ
張
り
頗
ル
威
墜
ノ
景
況
ア
ル
ヲ
以
テ
今
北
京
二
於
テ
開
談
ス
ル
時
ハ
艦
隊
ノ
威
墜
二
屈
ス
ル
ノ
嫌
ア
ル
ヲ
以
テ
清
二
於
テ
其
鋒
ヲ
避
ケ
」
た
い
か
ら
で
あ
る
と
清
朝
が
露
国
の
「
砲
艦
外
交
」
を
警
戒
し
て
い
る
と
、
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
清
朝
の
要
求
と
し
て
、
「
且
清
ノ
請
求
ス
ル
所
ハ
先
般
崇
厚
ノ
調
印
セ
ル
條
約
二
於
テ
露
へ
譲
り
ダ
ル
土
地
ノ
中
テ
ケ
（
地
名
）
山
隙
」
を
領
土
回
復
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
な
ら
「
最
モ
要
害
ナ
ル
地
方
故
之
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
」
た
め
で
、
清
露
両
国
は
「
双
方
共
平
和
ヲ
望
ミ
開
戦
ハ
容
易
ニ
ア
ル
マ
シ
ト
ノ
事
二
有
之
候
」
と
清
露
開
戦
の
可
能
性
は
低
い
と
分
析
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
清
朝
は
露
国
の
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
に
よ
る
直
談
判
と
い
う
手
段
を
回
避
す
る
こ
と
で
、
外
５７日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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交
交
渉
を
少
し
で
も
優
位
に
導
く
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
北
京
で
の
交
渉
を
回
避
し
た
こ
と
は
、
清
朝
に
と
っ
て
対
露
外
交
の
大
き
な
転
機
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
曰
本
駐
露
外
交
官
の
「
探
偵
」
に
よ
れ
ば
、
イ
リ
境
界
問
題
に
は
一
つ
の
大
き
な
波
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
に
よ
る
北
京
談
判
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
波
の
時
期
と
曰
清
間
の
改
約
分
島
交
渉
の
時
期
が
重
な
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
清
朝
と
い
う
共
通
の
交
渉
相
手
を
持
っ
た
曰
本
、
露
国
が
同
時
期
に
北
京
に
集
う
こ
と
は
、
李
鴻
章
を
は
じ
め
、
清
朝
と
し
て
は
何
と
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
で
は
、
次
に
清
露
談
判
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
清
朝
内
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
表
出
し
て
い
た
の
か
。
と
り
わ
け
、
李
鴻
章
の
書
簡
お
よ
び
上
奏
文
を
中
心
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
、
柳
原
の
報
告
と
中
国
側
の
資
料
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柳
原
の
得
た
情
報
の
正
確
さ
、
及
び
洞
察
力
の
鋭
さ
を
計
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
イ
リ
境
界
問
題
を
め
ぐ
る
清
露
交
渉
は
曾
紀
澤
が
露
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
談
判
を
開
始
し
た
一
八
八
○
年
八
月
四
曰
以
降
も
、
露
国
公
使
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
談
判
の
可
能
性
に
よ
り
な
お
も
緊
張
が
続
い
て
い
た
。
曰
本
駐
露
公
使
柳
原
は
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
が
来
清
談
判
を
取
り
や
め
、
露
都
に
戻
り
談
判
を
再
開
し
た
こ
と
は
、
五
、
李
鴻
章
の
書
簡
と
そ
の
変
化
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清
露
情
勢
に
お
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
で
は
、
実
際
に
当
事
国
で
あ
る
清
朝
は
こ
の
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
改
約
分
島
交
渉
後
の
総
理
衙
門
に
よ
る
「
中
変
」
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
李
鴻
章
の
同
年
八
月
二
八
曰
と
一
○
月
一
九
曰
の
書
簡
の
変
化
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
こ
の
時
期
の
清
露
情
勢
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
二
通
の
書
簡
に
は
李
鴻
章
の
琉
球
帰
属
問
題
と
曰
清
修
好
条
規
の
改
約
に
対
す
る
見
解
の
決
定
的
な
違
い
が
具
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
露
都
で
清
露
談
判
、
北
京
で
曰
清
談
判
が
始
ま
っ
た
頃
、
李
鴻
章
は
イ
リ
境
界
問
題
、
琉
球
帰
属
問
題
の
今
後
の
対
応
方
法
を
一
通
の
書
簡
で
同
時
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
イ
リ
境
界
問
題
は
「
窺
慮
劫
剛
商
及
改
約
駮
議
（羽）
太
多
俄
必
絶
然
愛
計
男
派
専
使
来
京
彼
時
更
難
了
局
」
と
し
て
、
崇
厚
が
締
結
し
た
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
条
約
を
改
約
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
し
て
や
露
国
が
北
京
に
談
判
地
を
移
す
要
求
を
し
て
く
る
と
、
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
危
慎
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
未
だ
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
の
可
能
性
が
浮
上
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
鴻
章
が
そ
の
可
能
性
を
予
想
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
琉
球
帰
属
問
題
を
め
ぐ
る
改
約
分
島
交
渉
に
つ
い
て
は
「
此
事
中
国
原
非
因
以
為
利
如
准
所
請
似
應
由
中
国
佃
将
南
部
交
還
球
王
駐
守
籍
存
宗
祀
庶
両
国
体
面
積
得
保
全
至
酌
加
條
約
允
俟
来
年
修
改
時
再
議
艤
能
就
此
定
論
作
小
結
束
或
不
於
俄
人
外
再
樹
一
敵
是
否
有
當
尚
祈
卓
裁
」
と
し
て
、
竹
添
進
一
郎
天
津
領
事
と
の
事
前
会
談
で
提
起
さ
れ
た
二
島
分
割
案
を
以
て
解
決
す
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
二
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
両
国
の
体
面
保
全
の
た
め
に
二
島
分
割
案
に
は
妥
結
し
て
も
よ
い
が
、
曰
清
修
好
条
規
の
改
約
は
来
年
ま
で
待
つ
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
。
５９日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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も
う
一
つ
は
イ
リ
境
界
問
題
を
め
ぐ
る
談
判
地
変
更
に
よ
り
自
国
が
被
る
で
あ
ろ
う
不
利
益
と
、
改
約
分
島
交
渉
に
お
け
る
二
島
分
割
案
賛
成
論
が
同
時
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
李
鴻
童
自
身
が
イ
リ
境
界
問
題
と
琉
球
帰
属
問
題
を
同
時
期
の
問
題
と
と
ら
え
、
そ
の
関
連
性
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
李
鴻
章
は
同
年
八
月
二
八
曰
の
段
階
で
は
、
曰
本
と
の
改
約
分
島
交
渉
に
お
い
て
、
「
分
島
案
」
は
妥
結
し
て
も
良
い
が
、
「
改
約
案
」
に
は
来
年
の
期
曰
ま
で
待
つ
よ
う
引
き
延
ば
す
趣
旨
の
書
簡
を
総
理
衙
門
に
送
っ
て
い
る
。
改
約
案
に
反
対
す
る
李
鴻
章
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
竹
添
と
の
事
前
会
談
か
ら
一
貫
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。
（弧）
李鴻章は同年一二月一一六曰の竹添との筆談のなかで「通条約ヲ増加スルハ【グラント】氏書中ノ意二無
之
全
ク
節
外
二
枝
ヲ
生
シ
タ
ル
ニ
テ
畢
章
情
政
府
ヲ
脅
制
ス
ル
ニ
在
り
」
、
「
条
約
増
加
ヲ
以
テ
我
朝
ヲ
脅
制
ス
ル
ハ
【
グ
ラ
ン
ト
】
氏
ノ
云
う
所
二
非
ラ
ス
是
ハ
他
曰
別
途
二
商
議
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
、
「
増
加
条
約
ハ
改
正
ノ
期
限
二
至
リ
テ
商
議
ス
ヘ
キ
」
、
と
た
び
た
び
「
改
約
案
」
に
対
し
て
断
固
反
対
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
。
冊
封
・
朝
貢
関
係
に
よ
る
属
国
観
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
た
李
鴻
章
が
、
琉
球
の
「
分
割
案
」
に
賛
成
し
て
い
る
の
は
、
琉
球
が
中
国
の
属
国
か
否
か
を
争
っ
て
曰
本
を
敵
に
ま
わ
す
よ
り
も
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
に
琉
球
国
を
建
て
て
、
曰
清
間
の
争
い
を
避
け
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
①
同
書
簡
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
露
人
」
の
来
清
の
可
能
性
を
危
倶
し
て
い
た
こ
と
、
②
こ
の
段
階
で
は
宮
古
・
八
重
山
諸
島
が
不
毛
の
地
と
い
う
情
報
を
得
て
お
ら
ず
、
琉
球
を
復
国
さ
せ
た
と
し
て
も
清
朝
に
と
っ
て
余
計
な
問
題
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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こ
の
情
勢
変
化
に
対
し
て
総
理
衙
門
は
一
八
八
○
年
九
月
二
一
曰
「
布
策
挟
兵
船
而
来
必
且
於
十
八
條
之
外
更
多
（訂）
無
理
要
求
應
之
則
飴
患
尤
甚
拒
之
則
兵
艀
立
開
深
恐
大
局
不
可
收
拾
」
と
し
て
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
（
布
策
）
が
北
京
に
来
る
と
、
崇
厚
が
結
ん
だ
一
八
条
以
外
に
も
更
な
る
要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
を
拒
む
と
清
朝
と
し
て
は
よ
り
不
利
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
會
紀
澤
に
は
露
国
で
談
判
を
再
度
要
請
す
る
よ
う
に
求
め
さ
せ
、
「
在
十
八
條
之
内
将
来
奏
到
時
應
請
允
予
批
准
」
と
、
つ
ま
り
崇
厚
が
締
結
し
た
リ
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
条
約
一
八
条
以
内
な
ら
、
調
印
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
要
す
る
に
、
清
朝
は
ビ
ュ
ッ
オ
フ
が
来
清
す
る
こ
と
で
生
じ
る
で
あ
ろ
う
軍
事
的
圧
力
、
曰
露
提
携
と
い
う
最
悪
の
状
況
を
徹
底
し
て
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
談
判
に
お
い
て
は
あ
る
程
度
の
妥
協
を
許
し
て
も
、
な
ん
と
し
て
も
ビ
ュ
ッ
オ
フ
の
来
清
を
拒
み
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
柳
原
が
曾
紀
澤
か
ら
得
た
情
報
「
情
政
府
ハ
當
地
二
於
テ
談
判
セ
ン
事
ヲ
要
シ
」
（調）
総
理
衙
門
が
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
を
報
告
し
た
の
は
同
年
九
口
月
九
曰
で
あ
っ
た
。
上
奏
文
に
は
「
曾
紀
澤
電
報
内
稻
接
外
部
復
文
大
到
謂
伊
蟄
割
地
推
廣
商
務
均
須
照
辨
嫌
澤
節
略
将
要
務
全
駁
無
可
和
衷
已
派
使
速
赴
北
京
商
（調）
訂
」
と
し
て
、
曾
紀
澤
か
ら
の
電
報
に
よ
る
し
」
、
露
国
は
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
北
京
に
ビ
ュ
ッ
オ
フ
を
派
遣
し
て
談
判
す
る
旨
を
総
理
衙
門
は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
談
判
を
再
開
し
た
イ
リ
境
界
問
題
が
不
穏
な
動きを見せ始めた。
と一致する。
そして、｝こ
の
清
朝
の
妥
協
案
に
よ
っ
て
、
露
国
が
露
都
で
の
談
判
再
開
に
応
じ
た
こ
と
が
李
鴻
章
の
同
年
九
月
一
一
一
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（羽）
○曰の総理衙門宛の書簡から確認で》こる。
本
曰
酉
刻
又
由
上
海
税
務
司
寄
到
劫
剛
十
九
曰
電
信
讓
紗
呈
覧
俄
允
召
布
策
暫
回
此
是
極
好
機
會
能
如
釣
意
在
俄
定
議
最
妙
鴻
章
窺
念
事
関
国
家
安
危
大
計
當
此
一
刻
千
金
時
不
可
失
ここで「十九曰」というのは、’八八○年九月一一三曰にあたり、実際に同年九月一一一一曰にビュッオ
フ
は
露
都
に
呼
び
戻
さ
れ
て
い
る
。
李
鴻
章
は
ビ
ュ
ッ
オ
フ
の
帰
国
を
絶
好
の
機
会
と
判
断
し
、
露
都
で
談
判
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
同
年
一
○
月
一
二
曰
、
李
鴻
章
は
「
如
果
布
使
回
俄
議
約
不
成
価
復
来
（羽）
華
勢
将
決
裂
」
し
」
し
て
、
も
し
ピ
ュ
ッ
オ
フ
が
露
国
に
引
き
返
し
て
も
談
判
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
再
度
来
清
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ま
た
「
吉
根
本
重
地
兵
将
皆
単
軍
器
不
精
決
非
俄
人
之
敵
設
有
疏
失
大
局
何
堪
設
想
與
其
潰
敗
之
後
再
行
議
約
所
失
更
多
何
如
和
好
之
時
豫
存
退
譲
補
救
不
少
」
と
、
軍
事
力
で
は
露
国
に
勝
つ
見
込
み
が
な
く
、
敗
北
後
に
露
国
と
交
渉
を
再
開
す
る
と
そ
の
損
失
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
故
に
ビ
ュ
ッ
オ
フ
が
露
因
に
引
き
返
し
た
こ
の
機
会
を
利
用
し
、
露
国
に
譲
歩
す
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
こ
の
総
理
衙
門
へ
の
書
簡
は
、
後
に
李
鴻
章
が
改
約
分
島
交
渉
の
「
遷
延
策
」
を
提
案
す
る
同
年
一
○
月
一
九
曰
の
一
週
間
前
、
改
約
分
島
交
渉
が
終
了
す
る
同
年
一
○
月
二
一
曰
の
九
曰
前
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ピ
ュ
ッ
オ
フ
の
「
露
都
へ
の
帰
国
」
と
い
う
情
報
が
李
鴻
章
の
判
断
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
かる・しか
し
、
こ
の
よ
う
な
清
朝
の
妥
協
案
、
露
国
に
対
す
る
譲
歩
を
駐
露
代
理
公
使
長
田
錠
太
郎
は
、
後
に
次
の
よ
う
Ｉ 
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つまり、長田はここで露国がビュッオフを北京に派遣すると曾紀澤に伝えたのは、あくまでも清朝
に
脅
威
を
与
え
て
、
談
判
を
優
位
に
運
ぶ
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
清
朝
に
と
っ
て
ピ
ュ
ッ
オ
フ
の
帰
国
の
情
報
が
清
露
間
の
情
勢
を
一
変
さ
せ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通（細）
り
で
あ
る
。
同
年
一
○
月
一
一
一
曰
の
書
簡
か
ら
わ
ず
か
一
週
間
後
の
一
○
月
一
九
曰
、
李
鴻
章
は
総
理
衙
門
宛
の
書
簡
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
尊
虚
如
尚
未
與
宍
戸
定
議
此
事
似
以
宕
緩
為
宜
」
と
し
て
、
も
し
ま
だ
宍
戸
と
議
決
に
至
っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
最
終
的
な
決
断
を
引
き
延
ば
す
よ
う
促
し
た
。
書
簡
に
は
李
鴻
章
に
対
す
る
脱
清
人
・
向
徳
宏
の
懇
願
の
様
子
を
伝
え
な
が
ら
、
遷
延
策
の
具
体
的
な
理
由
と
し
て
、
「
即
使
俄
人
開
絆
似
無
須
借
助
曰
本
而
曰
本
畏
忌
俄
人
最
深
其
隠
衷
亦
難
與
合
従
」
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
た
と
え
清
朝
と
露
国
が
開
戦
（⑩） 
に分析７）ている。
仕
候 露公使ビュッオフハ｜時當府ヲ辞シ北京一一赴カント致候テ瑞西ジエネバニ相止候儀ハ今マ愚考一一
擦レハ露政府ノ｜ノ政略一一出テ飽マテ同政府北京一一於テ開談結約スヘキノ状ヲ示シタルナルヘク
然
ル
ー
前
便
ニ
モ
申
上
候
通
り
情
ハ
是
非
コ
ノ
地
二
於
テ
曾
紀
澤
ヲ
以
テ
開
談
一
一
取
掛
り
度
旨
請
求
シ
タ
ル
ョ
リ
然
ラ
ハ
其
鮎
二
於
テ
覺
書
（
メ
モ
ラ
ン
ド
ム
）
ヲ
外
務
卿
代
理
二
差
出
ス
ヘ
シ
ト
ノ
答
ア
リ
タ
レ
ハ
曾
紀
澤
ハ
十
月
初
旬
頃
之
レ
ヲ
差
出
シ
タ
ル
ョ
リ
右
覺
書
ニ
ッ
キ
ピ
ュ
ッ
オ
フ
ハ
外
務
卿
代
理
ノ
顧
問
者
二
可
相
成
役
柄
ニ
モ
有
之
且
露
政
府
ハ
幾
分
鰍
平
穏
二
局
ヲ
結
ハ
ン
ト
ノ
意
ア
ル
ョ
リ
直
チ
ニ
同
人
ヲ
召
還
シ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
ク
ト
推
察
６３日漬琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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琉
球
帰
属
問
題
を
め
ぐ
る
改
約
分
島
交
渉
は
計
八
回
に
及
ぶ
談
判
の
末
、
’
八
八
○
年
一
○
月
二
一
曰
に
仙
両
島
交
付酌加条約専条、②増加条約、③憲単（予約ノ件）、側附単（両島交付手続ノ件）、以上四つの議定書
（銅）
が
交
換
さ
れ
た
。
し
か
し
周
知
の
通
り
、
改
約
分
島
交
渉
の
結
果
は
清
朝
内
に
お
い
て
、
批
准
派
と
遷
延
派
に
分
か
れ
、
に
い
た
っ
た
と
し
て
も
、
曰
露
が
提
携
す
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
南
島
枯
溶
不
足
自
存
不
数
年
必
佃
帰
曰
本
耳
」
と
し
て
、
向
徳
宏
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
宮
古
・
八
重
山
諸
島
が
渚
せ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
一
国
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
存
続
が
不
可
能
に
な
れ
ば
ゆ
く
ゆ
く
は
曰
本
に帰属することになるであろうから、清朝にとっては何ら利益がないことを述べている。このように、
李鴻章は同年八月二八曰に総理衙門に送った書簡の一一島分割案賛成論をも否定することになった。た
だ
、
こ
の
一
○
月
一
九
口
の
書
簡
が
北
京
の
総
理
衙
門
に
届
け
ら
れ
た
の
が
、
改
約
分
島
交
渉
の
終
了
曰
で
あ
る
一
○
月二一曰前であったかは検討の余地がある。西里は「当時の天津と北京の間の交通事情からすれば、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
想
定
し
得
る
け
れ
ど
も
、
総
理
衙
門
が
李
鴻
章
の
要
請
を
敢
え
て
無
視
し
て
妥
結
し
た
と
は
考
え
られないので、恐らく一○月二一曰の妥結後に、総理衙門は妥結延期を要請する李鴻章の書函を受け
（妃）
取って当惑したものと思われる」と分析している。｝」れは当時の総理衙門が外交部として明確にその
役割を担っていたのではなく、あくまでも外国との交渉を処理する機関として一時的に成立しており、
李
鴻
章
等
に
助
言
を
求
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
西
里
が
指
摘
す
る
よ
う
に
不
慣
れ
な
外
交
に
当
惑
し
た
こ
と
も
大
い
に考えられる。
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さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
つ
い
に
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
的
に
李
鴻
章
が
改
約
分
島
交
渉
の
結
論
を
遷
延
す
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
内
容
は
前
述
の
一
○
月
一
九
曰
の
総
理
衙
門
宛
書
簡
に
あ
っ
た
「
遷
延
策
」
を
再
度
強
調
し
、
露
国
と
の
イ
リ
境
界
問
題
を
先
に
解
決
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
（“） 
そ
の
李
鴻
幸
早
の
上
奏
文
に
お
い
て
「
旋
聞
曰
本
公
使
宍
戸
磯
屡
在
総
理
衙
門
催
結
球
案
明
知
中
俄
之
約
未
定
意
在
乘
此
機
會
圖
伯
便
宜
」
と
、
こ
こ
で
は
宍
戸
公
使
が
清
露
葛
藤
を
利
用
し
て
曰
清
談
判
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
井
上
外
務
卿
が
駐
清
公
使
に
執
勤
に
伝
え
て
い
た
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
李
鴻
章
も
ま
た
見
抜
い
て
い
た
。
ま
た
、
琉
球
帰
属
問
題
と
イ
リ
境
界
問
題
に
つ
い
て
は
「
臣
愚
以
爲
琉
球
初
康
之
時
中
國
以
禮
統
枚
關
不
能
不
亟
與
理
論
今
則
俄
事
方
殿
中
國
之
力
暫
難
兼
顧
且
曰
人
多
所
要
求
允
之
則
大
受
其
損
拒
之
則
多
樹
一
敵
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
両
問
題
を
同
時
に
対
応
す
る
こ
と
を
避
け
、
清
朝
が
直
面
し
て
い
る
現
状
と
自
国
の
国
力
を
考
慮
し
た
結
果
、
「
惟
有
用
延
宕
之
一
法
最
爲
相
宜
」
と
提
議
し
、
最
終
的
に
改
約
分
島
交
渉
の
遷
延
策
を
再
度
力
説
し
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
今
則
俄
事
方
殿
中
國
之
力
暫
難
兼
顧
」
の
個
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
段
階
に
お
い
て
、
露
国
と
の
イ
リ
領
土
問
題
交
渉
は
山
場
を
迎
え
て
お
り
、
清
朝
の
力
で
は
曰
本
と
露
国
を
同
時
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
重
要
な
遷
延
策
の
具
体
案
と
し
て
「
俟
案
事
既
結
再
理
球
案
」
と
述
べ
、
露
国
と
の
問
題
解
決
後
に
「
球
案
」
（
琉
球
帰
属
問
題
）
に
再
び
着
手
す
る
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
を
回
避
し
た
こ
と
で
イ
リ
境
界
問
題
が
解
決
す
る
見
通
し
が
つ
い
た
と
李
鴻
童
自
身
が
認
識
し
て
い
た
と
予
６５日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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そ
の
後
、
改
約
分
島
交
渉
の
終
了
か
ら
約
一
一
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
そ
の
間
宍
戸
公
使
が
帰
国
す
る
こ
と
を
知
っ
た
李
鴻
章
（鯛）
は
「
曰
疋
即
棄
前
議
不
過
将
球
案
掴
起
於
両
国
和
局
正
不
相
妨
」
と
日
本
の
対
応
を
非
難
し
な
が
ら
も
、
「
球
案
」
（
琉
球
帰
属
問
題
）
は
停
頓
し
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
こ
と
が
曰
清
両
国
の
関
係
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
総
理
衙
門
宛
に
書
簡
を
送
っ
た
。
ま
た
「
遷
延
策
」
に
つ
い
て
は
「
凡
各
国
結
約
未
経
薑
押
即
不
能
作
為
定
議
況
必
須
奉
旨
批
准
為
断
」
と
条
約
締
結
に
お
い
て
は
ま
ず
「
花
押
」
が
な
け
れ
ば
調
印
に
は
い
た
っ
た
と
は
言
え
ず
、
さ
ら
に
批
准
に
は
皇
帝
の
決
定
が
不
可
欠
で
あ
る
と
、
あ
く
ま
で
も
清
朝
の
「
遷
延
策
」
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
「
俄
事
既
已
定
約
彼
固
無
可
挟
制
之
処
」
と
露
国
と
の
イ
リ
交
渉
は
す
で
に
妥
結
に
い
た
っ
て
お
り
、
曰
本
が
清
朝
の
弱
み
に
つ
け
こ
ん
で
く
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
、
と
国
際
情
勢
の
変
化
を
強
調
し
て
い
る
。
宍
戸
公
使
の
帰
国
に
つ
い
て
は
「
宍
戸
即
暫
回
国
佃
令
田
辺
署
理
亦
是
虚
疑
桐
喝
慣
技
無
足
為
盧
」
と
宍
戸
が
帰
国
し
て
田
辺
太
一
が
職
務
代
行
に
就
い
て
も
、
虚
偽
、
桐
喝
を
常
套
手
段
と
し
て
用
い
る
だ
ろ
う
が
、
心
配
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
、
総
理
衙
門
に
は
「
力
持
定
見
為
幸
」
と
譲
歩
し
な
い
よ
う
促
し
た
。
つ
ま
り
、
李
鴻
章
は
露
国
と
の
イ
リ
交
渉
が
順
調
に
終
え
る
見
込
み
が
想
さ
れ
る
。
外
交
面
に
お
い
て
は
「
夫
俄
與
曰
本
強
弱
之
勢
相
去
百
倍
」
と
曰
本
よ
り
も
露
国
を
脅
威
と
み
な
し
て
い
た
李
鴻
章
は
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
可
能
性
の
消
滅
に
よ
っ
て
清
露
交
渉
に
自
信
を
持
ち
始
め
、
結
果
と
し
て
琉
球
帰
属
問
題
を
棚
上
げ
に
し
て
、
未
だ
交
渉
中
で
あ
っ
た
イ
リ
境
界
問
題
を
優
先
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
曰
露
提
携
」
の
可
能
性
の
消
滅
は
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
を
回
避
し
た
こ
と
に
よ
る
清
露
交
渉
の
好
転
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
かる・
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つ
い
た
こ
と
で
、
曰
本
と
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（妬）
ちなみに一八八一一年一二月一一一○曰の李鴻章と竹添の筆談では、次のようなやりとりが交わされた。
李
：
．
総
署
ノ
条
約
二
至
テ
ハ
延
議
輿
論
皆
不
同
意
ナ
ル
ヲ
以
テ
局
ヲ
結
フ
ニ
至
ラ
ス
右
ハ
外
国
交
際
上
二
常
二
有
ル
事
ニ
シ
テ
余
毫
モ
貴
国
ヲ
侮
辱
セ
シ
儀
ニ
ハ
無
之
候
貴
国
一
一
於
テ
適
当
ノ
弁
法
無
之
二
於
テ
ハ
大
東
ノ
全
局
如
何
相
成
候
哉
モ
難
計
実
二
鄙
人
ノ
憂
慮
ス
ル
所
貴
国
一
一
於
テ
モ
再
思
有
リ
度
事
也
竹
添
大
東
ノ
全
局
実
一
一
憂
慮
二
堪
ヘ
ス
候
併
シ
中
堂
ノ
意
見
通
リ
ニ
テ
ハ
致
シ
方
無
之
候
抑
中
堂
ノ
所
謂
公
平
ナ
ル
弁
法
ト
ハ
如
何
ナ
ル
弁
法
一
一
候
哉
無
腹
蔵
御
中
間
有
之
度
候
李
先
シ
貴
領
事
ノ
弁
法
ヲ
承
タ
シ
竹
添
我
国
ヨ
リ
ハ
ニ
島
ヲ
中
国
一
一
割
与
シ
中
国
ヨ
リ
尚
氏
ヲ
冊
封
シ
テ
以
テ
中
国
ノ
体
面
ヲ
全
シ
中
国
ヨ
リ
ハ
各
国
均
需
ノ
条
ヲ
我
国
一
一
許
シ
以
テ
我
国
ノ
体
面
ヲ
全
ス
是
ヲ
公
平
ノ
弁
法
ト
存
候
李
二
島
ハ
狭
少
ニ
シ
テ
自
立
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
固
ト
ョ
リ
琉
主
ノ
受
ケ
肯
ン
セ
サ
ル
所
左
ス
レ
ハ
中
国
ハ
復
封
ノ
虚
名
ヲ
取
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
体
面
二
於
テ
欠
ク
所
有
り
而
シ
テ
貴
国
ハ
独
り
均
霜
ノ
実
利
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
中
国
人
無
シ
ト
錐
ト
モ
豈
此
ノ
理
ヲ
知
ラ
サ
ラ
ン
ヤ
・
・
・
・
中
略
・
・
・
・
李
琉
壬
ハ
早
ク
ョ
リ
｜
｜
島
ノ
冊
立
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ヲ
申
出
タ
リ
今
改
テ
問
糺
ス
ル
ニ
及
ハ
サ
ル
ナ
リ
且
シ
中
国
ハ
琉
球
ノ
祭
ヲ
存
ス
ル
ノ
主
意
ナ
リ
然
ル
ー
琉
王
ノ
先
墳
ハ
皆
首
里
一
一
在
り
今
其
ノ
先
墳
ヲ
守
６７日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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以上、これまで見てきたように、清露間のイリ境界領土問題は曾紀澤が露都に到着して、交渉を始
めてからも緊張のピークは過ぎておらず、またその緊張は談判終了の時点まで続いていた。それは、
ビュッオフ来清の可能性に集約されるであろう。これまでの時間の流れを要約すると次のようになる。
①
一
八
八
○
年
八
月
一
八
曰
曰
清
間
に
お
け
る
改
約
分
島
交
渉
の
開
始
、
②
同
年
八
月
二
八
曰
李
鴻
章
の
総
理
衙
門宛の書簡（二島分割案への賛成および曰清修好条規改約への反対）、③同年九月九曰総理衙門に
よるビュッオフ来清の可能性を伝えた上奏文、④同年九月三○曰李鴻章の総理衙門宛の書簡（ビュ
ル
事
能
ハ
サ
ル
ハ
琉
王
ノ
実
心
好
マ
サ
ル
処
ナ
リ
夫
レ
ヲ
無
理
二
冊
封
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
体
面
ヲ
全
ス
ル
ト
云
う
可
カ
ラ
ス
ここから読み取れることは、李鴻章にとって琉球国との冊封・朝貢関係はあくまでも清朝の「体面」
を保つためであったことである。琉球国が宮古・八重山諸島に復国できたとしても、国として存続困
難
な
状
況
が
見
え
て
い
る
の
な
ら
、
む
し
ろ
宗
主
国
と
し
て
の
「
体
面
」
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う。つまり、李鴻章にとって「分割案」は「体面」につながり、「改約案」は「国益」につながって
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
六
、
結
び
に
か
え
て
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こ
の
よ
う
に
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
可
能
性
を
含
む
清
露
間
に
お
け
る
イ
リ
地
方
境
界
交
渉
が
清
朝
の
対
外
政
策
を
困
惑
さ
せ
、
結
果
と
し
て
曰
清
間
に
お
け
る
琉
球
帰
属
問
題
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
の
可
能
性
は
清
朝
の
み
な
ら
ず
、
改
約
分
島
交
渉
を
進
め
て
い
た
明
治
政
府
も
ま
た
執
勧
に
そ
の
動
向
を
追
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
井
上
外
務
卿
は
琉
球
帰
属
問
題
を
め
ぐ
る
改
約
分
島
交
渉
の
成
果
は
、
清
露
談
判
の
結
果
如
何
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
曰
本
側
の
井
上
外
務
卿
が
曰
本
駐
清
・
駐
露
外
交
官
か
ら
得
た
情
報
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
駐
清
外
交
官
、
と
り
わ
け
改
約
分
島
交
渉
に
あ
た
っ
た
宍
戸
公
使
に
「
清
露
葛
藤
」
を
利
用
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、
明
治
政
府
の
対
外
政
策
を
研
究
す
る
う
え
で
大
い
に
参
考
に
な
る
。
こ
こ
で
李
鴻
章
の
「
中
変
」
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
ま
と
め
て
お
く
。
ま
ず
、
李
鴻
章
は
竹
添
進
一
郎
と
の
事
前
会
談
の
段
階
か
ら
、
曰
清
修
好
条
規
の
期
限
内
の
改
約
に
は
反
対
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
「
琉
球
の
中
国
属
国
論
」
を
も
っ
て
、
明
治
政
府
の
「
琉
球
処
分
」
に
難
色
を
示
し
て
い
た
こ
と
。
し
か
し
、
総
理
衙
門
と
宍
戸
磯
の
間
で
改
約
分
島
交
渉
が
始
ま
る
と
、
一
八
八
○
年
八
月
二
八
曰
の
総
理
衙
門
宛
の
書
簡
に
は
「
二
島
分
割
案
」
に
強調）。
シ
オ
フ
帰
国
の
情
報
に
対
す
る
意
見
）
、
⑤
同
年
一
○
月
一
二
曰
李
鴻
章
の
総
理
衙
門
宛
の
書
簡
（
露
国
と
の
イ
リ
交
渉
に
お
い
て
は
「
譲
歩
」
す
る
こ
と
で
交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
よ
う
に
指
示
す
る
）
、
⑥
同
年
一
○
月
一
九
曰
李
鴻
章
の
総
理
衙
門
宛
の
書
簡
（
二
島
分
割
案
・
曰
清
修
好
条
規
改
約
へ
の
否
定
論
お
よ
び
改
約
分
島
交
渉
の
遷
延
策
）
、
⑦
同
年
一
○
月
二
一
曰
改
約
分
島
交
渉
の
終
了
、
⑧
同
年
一
一
月
一
一
曰
李
鴻
章
の
上
奏
文
（
⑥
の
内
容
を
再
度
６９日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
Hosei University Repository
は
譲
歩
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
「
改
約
案
」
に
は
已
然
と
し
て
反
対
し
て
い
た
こ
と
。
そ
の
後
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
可
能
性
の
消
滅
に
よ
り
露
国
と
の
イ
リ
境
界
交
渉
が
好
転
し
た
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
一
○
月
一
九
曰
の
総
理
衙
門
宛
の
書
簡
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
が
「
不
毛
の
地
」
で
あ
る
こ
と
を
当
時
は
知
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
鴻
章
の
「
中
変
」
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
李
鴻
章
は
当
初
か
ら
「
改
約
・
分
島
」
の
ど
ち
ら
に
も
反
対
で
あ
っ
た
が
、
曰
本
と
露
国
を
同
時
に
敵
に
ま
わ
し
た
く
な
い
と
い
う
「
国
際
情
勢
」
に
よ
り
、
仕
方
な
く
「
二
島
分
割
案
」
に
は
譲
歩
し
た
が
、
「
改
約
案
」
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
譲
歩
で
き
ず
、
期
限
内
の
改
約
に
反
対
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ビ
ュ
ッ
オ
フ
來
清
を
回
避
し
た
こ
と
で
、
李
鴻
章
は
曰
露
提
携
の
可
能
性
が
低
く
な
っ
た
と
判
断
し
た
。
当
時
の
時
代
背
景
と
し
て
、
清
朝
に
と
っ
て
近
代
的
国
際
秩
序
に
基
づ
い
た
条
約
締
結
は
、
片
務
的
な
不
平
等
条
約
で
あ
っ
た
た
め
、
な
る
べ
く
な
ら
回
避
し
た
か
っ
た
。
対
曰
・
対
露
外
交
を
同
時
に
抱
え
、
両
国
と
の
交
渉
決
裂
が
軍
事
的
な
曰
露
提
携
を
意
味
す
る
と
考
え
て
い
た
李
鴻
章
に
と
っ
て
、
対
露
外
交
交
渉
の
平
和
的
決
着
が
、
露
国
が
曰
本
と
軍
事
提
携
を
結
ぶ
理
由
が
な
く
な
る
と
判
断
す
る
に
は
十
分
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
。
要
す
る
に
、
李
鴻
章
は
曾
紀
澤
の
活
躍
に
よ
り
清
露
交
渉
が
順
調
に
進
み
始
め
た
こ
と
で
「
曰
露
提
携
」
の
可
能
性
は
低
く
な
っ
た
と
判
断
し
、
曰
本
と
の
「
改
約
分
島
交
渉
」
に
対
し
て
強
気
な
遷
延
策
を
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
理
衙
門
、
李
鴻
章
の
「
中
変
」
に
対
し
て
、
井
上
外
務
卿
は
次
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
宍
（⑪） 
戸
宛
の
内
訓
状
案
よ
り
わ
か
る
。
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如
此
反
覆
ノ
挙
動
卜
及
遷
延
ノ
詐
術
ト
ハ
清
国
政
府
常
用
ノ
手
段
ニ
シ
テ
目
前
其
近
例
ヲ
見
ル
コ
ト
少
カ
ラ
ス
今
我
レ
ョ
リ
之
ヲ
緩
慢
二
付
ス
ル
カ
又
ハ
徒
ラ
ニ
文
字
口
舌
ノ
間
二
争
フ
ト
キ
ハ
終
二
時
曰
ヲ
曠
久
シ
テ
結
局
ノ
期
ヲ
見
難
キ
ー
至
ラ
ン
モ
亦
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
井
上
外
務
卿
の
認
識
で
は
、
清
朝
の
今
回
の
よ
う
な
遷
延
策
は
「
常
用
ノ
手
段
」
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と
明
治
政
府
が
望
む
よ
う
な
結
論
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
宍
戸
に
警
戒
を
促
し
て
い
る
。
井
上
は
清
朝
の
「
遷
延
ノ
詐
術
」
を
あ
る
程
度
予
測
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
清
露
間
に
お
け
る
イ
リ
地
方
境
界
交
渉
の
情
勢
か
ら
絶
え
ず
目
（岨）
を
離
さ
ず
、
あ
た
か
も
当
事
者
の
如
く
情
報
収
集
に
余
念
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
琉
球
処
分
」
研
究
に
お
い
て
定
説
で
あ
っ
た
清
露
間
に
お
け
る
イ
リ
境
界
問
題
の
趨
勢
が
与
え
る
改
約
分
島
交
渉
の
結
末
へ
の
影
響
を
、
曰
本
、
清
朝
、
露
国
の
三
カ
国
を
結
ぶ
両
問
題
の
時
間
的
近
接
性
に
も
と
づ
く
相
互
作
用
の
角
度
か
ら
再
考
し
て
み
た
。
「
琉
球
処
分
」
を
学
術
的
な
研
究
対
象
と
し
て
み
る
際
、
よ
り
多
く
の
資
料
に
当
た
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
ら
資
料
の
国
際
性
に
琉
球
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
特
殊
性
が
表
出
す
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。
『
曰
本
外
交
文
書
』
、
『
沖
縄
県
史
』
を
中
心
に
、
『
清
季
外
交
史
料
』
、
『
清
光
緒
中
曰
交
渉
史
料
』
、
『
李
鴻
章
全
集
』
、
加
え
て
曰
本
駐
清
・
露
外
交
官
の
清
露
情
勢
を
分
析
及
び
報
告
し
た
『
伊
型
地
方
一
一
於
ケ
ル
境
界
問
題
二
閲
シ
露
清
雨
國
葛
藤
一
件
明
治
十
二
年
ｌ
明
治
十
四
年
』
の
資
料
か
ら
琉
球
処
分
が
包
括
す
る
国
際
性
を
論
じ
る
こ
と
を
試
み
た
。
我
部
政
男
も
ま
た
「
沖
縄
の
帰
属
問
題
に
関
す
る
清
国
政
府
の
内
部
を
見
た
場
合
、
こ
の
問
題
が
い
か
に
国
際
的
環
境
Ⅱ
対
露
交
渉
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
逢
着
す
る
。
も
し
も
７１日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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露
清
間
の
伊
型
境
界
問
題
を
め
ぐ
る
交
渉
が
不
調
に
終
結
し
て
い
た
な
ら
ば
あ
る
い
は
【
琉
球
分
割
条
約
】
は
成
立
し
、
（⑲） 
宮古・八重山二島は分割されていたであろう｝」とは十分に予想されることである。」として、琉球帰
属問題の国際性を強調している。当時、西洋からの近代化の波が押し寄せる東アジアにおいて、琉球
と
い
う
小
さ
な
島
国
が
大
国
間
の
外
交
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
運
命
が
翻
弄
さ
れ
て
い
く
姿
に
、
李
鴻
章
が
同
情
し
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
グ
ラ
ン
ト
と
の
会
談
、
竹
添
進
一
郎
と
の
事
前
会
談
、
総
理
衙
門
へ
の
書
簡
を
見
る
限
り
、
や
は
り
李
鴻
章
が
重
視
し
た
の
は
、
宗
主
国
と
し
て
の
体
面
と
国
益
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
、
朝
貢
国
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【注】
（１）浜下武志『朝貢システムと近代アジア』（岩波書店一九九七年）参照。同書では、朝貢システムについて「朝
貢
国
側
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
規
定
に
則
っ
て
、
朝
貢
使
を
派
遣
し
、
朝
貢
品
を
献
納
（
実
質
的
に
は
貿
易
取
引
で
あ
っ
た
が
）
し
さ
え
す
れ
ば
、
恭
順
の
意
が
表
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
国
王
の
認
知
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
、
儀
式
的行為とされてきた回賜として授与される清朝側からの下賜品も、朝貢国のそれぞれが、華夷秩序を維持し、
機能させていることに対する中国側からのコストの支払いであると見なすことが可能である」（二一一頁）と
定義している。
（
２
）
台
湾
事
件
、
台
湾
出
兵
に
つ
い
て
は
、
田
保
橋
潔
「
琉
球
藩
民
蕃
害
事
件
に
関
す
る
考
察
」
（
『
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
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（
３
）
「
琉
球
処
分
」
は
、
こ
れ
ま
で
曰
本
側
視
点
、
中
国
側
視
点
、
そ
し
て
琉
球
側
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
「
琉
球
処
分
」
の
外
交
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、
我
部
政
男
『
明
治
国
家
と
沖
縄
』
（
一
一
一
一
書
房
一
九
七
九
年
）
、
山
下
重
一
『
琉
球
・
沖
縄
史
研
究
序
説
』
（
御
茶
の
水
書
房
一
九
九
九
年
）
、
西
里
喜
行
『
清
末
中
琉
曰
関
係
史
の研究』（京都大学学術出版会一一○○五年）、三浦周行「明治時代に於ける琉球所属問題」（『史学雑誌』
妃
１
７
．
蛆
ｌ
皿
一
九
一
一
二
年
）
、
植
田
捷
雄
「
琉
球
の
帰
属
を
緯
る
日
清
交
渉
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
２
一
九
五
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
４
）
「
改
約
」
と
は
日
清
修
好
条
規
の
改
定
を
指
し
、
「
分
島
」
と
は
琉
球
本
島
と
宮
古
・
八
重
山
諸
島
を
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
前
者
を
曰
本
へ
後
者
を
清
朝
へ
割
譲
す
る
案
を
指
す
。
明
治
政
府
は
中
央
集
権
化
と
い
う
名
の
も
と
に
領
土
画
定
を
お
こ
な
う
な
か
で
、
執
勘
に
清
朝
に
対
し
て
琉
球
の
日
本
帰
属
説
を
唱
え
て
い
た
。
し
か
し
改
約
分
島
交
渉
で
は
一
転
し
て
、
領
土
縮
小
に
つ
な
が
る
宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
割
譲
と
い
う
「
矛
盾
」
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
。
（５）これまでの研究成果として、日本国内においては窪田文一一一『支那外交通史』（｜一一省堂一九二八年）、吉田
金
一
『
近
代
露
清
関
係
史
』
（
近
藤
出
版
社
一
九
七
四
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
清
朝
の
新
彊
統
治
体
制
に
つ
い
て
史論叢』富山房一九一一一一一一年）／許世措「台湾事件（’八七一～一八七四年）」（『日本外交史の諸問題Ⅱ』
日
本
国
際
政
治
学
会
一
九
六
五
年
）
／
中
島
昭
三
「
台
湾
出
兵
」
（
『
國
學
院
法
学
』
７
１
３
’
九
七
○
年
）
／
栗
原
純
「
台
湾
事
件
二
八
七
一
～
’
八
七
四
年
）
ｌ
琉
球
政
策
の
転
機
と
し
て
の
台
湾
出
兵
ｌ
」
（
『
史
学
雑
誌
』
Ⅳ
１
９
一
九
七
八
年
）
に詳しい。
７３日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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は
、
片
岡
一
忠
『
清
朝
新
彊
統
治
研
究
』
（
雄
山
閣
出
版
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
本
稿
で
は
、
主
に
中
国
側
の
先
行
研
究
と
し
て
、
黄
振
華
・
孟
凡
人
主
編
属
声
著
「
中
俄
伊
蟄
交
渉
』
（
新
彊
人
民
出
版
社
一
九
九
五
年
）
、
李
恩
酒
『
曾
紀
澤
的
外
交
』
中
国
学
術
著
作
奨
助
委
員
会
一
九
六
六
年
）
、
李
之
勤
「
中
国
与
俄
国
的
辺
界
下
」
（
呂
一
燃
主
編
『
中
国
近
代
辺
境
史
』
上
四
川
人
民
出
版
社
二
○
○
七
年
）
を
参
考
し
た
。
ま
た
英
語
文
献
と
し
て
、
徐
中
約
『
こ
の
』
一
一
つ『一の一のンのＥｅｏ『の一二・‐言⑫量二口一一〕｜・三色二』（オックスフォード大学一九六五年）を挙げる。
（
６
）
中
国
側
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
脚
注
（
５
）
で
あ
げ
た
以
外
に
も
、
王
建
華
・
孫
君
瑛
「
曾
紀
澤
与
中
俄
伊
梨
交
渉
」
（
『
安
徽
師
大
学
報
』
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
第
２
期
一
九
九
○
年
）
、
季
雲
飛
「
曾
紀
澤
使
俄
談
判
与
李
鴻
章
使
曰
談
判
之
比
較
研
究
」
（
『
安
徽
史
学
』
第
３
期
一
九
九
二
年
）
、
董
察
時
「
略
論
曾
紀
澤
・
李
鴻
章
関
係
」
（
『
蘇
州
大
学
学
報
』
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
第
１
期
一
九
九
三
年
）
、
馬
小
梅
「
略
論
會
紀
澤
与
《
中
俄
伊
梨
条
約
》
」
（
『
固
原
師
専
学
報
』
第
４
期
総
第
冊
期
一
九
九
八
年
）
、
張
新
革
「
試
論
中
俄
《
伊
蟄
条
約
》
篭
訂
的
国
際
・
国
内
背
景
」
Ｓ
伊
梨
師
範
学
院
学
報
』
第
３
期
一
九
九
九
年
）
、
蒋
躍
波
・
李
育
民
「
試
析
曾
紀
澤
伊
梨
交
渉
成
功
原
因
」
（
『
湖
南
教
育
学
院
学
報
』
第
４
期
第
旧
巻
二
○
○
○
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
側
の
伊
型
地
方
に
関
す
る
資
料
と
先
行
研
究
を
ま
と
め
た
論
文
と
し
て
は
、
侈
克
力
「
伊
型
資
料
与
研
究
総
述
」
（
「
伊
蟄
師
範
学
院
学
報
』
第
１
期
二
○
○
五
年
）
や
、
ロ
シ
ア
側
の
先
行
研
究
を
ま
と
め
た
論
文
と
し
て
は
、
華
可
勝
（
巳
著
／
李
連
相
訳
「
”
中
俄
伊
蟄
交
渉
“
研
究
総
述
」
（
『
中
国
辺
彊
史
地
研
究
』
第
２
期
一
九
九
七年）が参考になる。
（
７
）
西
里
前
掲
書
七
九
八
頁
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（
８
）
総
理
衙
門
に
つ
い
て
は
、
坂
野
正
高
「
「
総
理
衙
門
』
設
立
の
背
景
」
（
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
別
１
４
、
別
１
５
、
皿
１
３
、
一九五二年八月、’九五二年一○月、’九五三年六月）、坂野正高「総理衙門の設立過程」（『近代中国研究』
第
一
輯
一
九
五
八
年
）
に
詳
細
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
（９）西里前掲書一一一一一一頁～三一一一一頁
（
、
）
な
お
、
中
国
側
の
一
次
資
料
と
し
て
主
に
『
清
季
外
交
史
料
』
（
文
海
出
版
社
一
九
六
三
年
）
、
『
李
鴻
章
全
集
』
（
海
南
出
版
社
一
九
九
七
年
以
下
、
『
李
全
集
』
と
略
す
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
（ｕ）窪田文三前掲書、吉田金一前掲書、一二二シニ畠ＰＣ・ペ・軍の□（徐中約）前掲書参照。
（
皿
）
「
清
国
駐
剖
宍
戸
公
使
ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
／
総
理
衙
門
照
会
書
」
’
八
八
○
年
二
月
一
八
日
（
『
日
本
外
交
文
書
』
外
務
省
編
第
Ｂ
巻
三
八
○
頁
巌
南
堂
出
版
一
九
五
○
年
）
、
「
清
国
駐
割
宍
戸
公
使
ヨ
リ
清
国
総
理
各
国
事
務
王
大
臣
宛
／
新
約
書
調
印
方
照
会
ノ
件
」
一
八
八
○
年
一
一
一
月
一
一
七
日
（
『
日
本
外
交
文
書
』
外
務
省
編
第
Ｂ
巻
三
八
六
頁
～
一
一
一
八
八
頁
）
、
「
総
理
各
国
事
務
王
大
臣
ヨ
リ
清
国
駐
割
宍
戸
公
使
宛
／
琉
球
案
件
ニ
ッ
イ
テ
南
北
洋
大
臣
ノ
意
見
ヲ
徴
ス
ル
ハ
上
諭
ノ
旨
趣
ニ
シ
テ
強
イ
テ
案
件
ヲ
掩
留
ス
ル
所
以
二
非
ザ
ル
ヲ
辨
ズ
ル
ノ
件
」
’
八
八
一
年
一
月
一
一
一
日
（
『
日
本
外
交
文
書
』
外
務
省
編
第
Ⅲ
巻
二
七
一
頁
巌
南
堂
出
版
一
九
五
一
年
）
、
詳
細
は
「
清
国
駐
割
宍
戸
公
使
・
総
理
各
国
事
務
王
大
臣
対
話
書
／
琉
球
案
件
調
印
二
関
ス
ル
件
」
’
八
八
一
年
一
月
一
六
日
（
『
日
本
外
交
文
書
』
外
務
省
編
第
Ⅲ
巻
二
七
五
頁
～
一
一
八
二頁）参照。
（旧）「井上外務卿ヨリ宍戸公使宛／清魯葛藤ノ好機二投シ談判方ノ件」明治一三年八月一一一一日（『琉球所属問題』
７５日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
Hosei University Repository
第
２
川
文
書
／
『
沖
縄
県
史
』
囮
資
料
編
５
雑
纂
２
’
’
二
四
～
’
’
二
五
頁
琉
球
政
府
編
国
書
刊
行
会
一
九
八九年復刻版）
（Ⅲ）「井上外務卿ヨリ竹添天津領事宛／宍戸公使卜協力シ談判二尽力セラレ度旨」明治一一一一年八月一一二曰（『琉
球所属問題』第２川文書／『沖縄県史』旧資料編５雑纂２一一二五～一一一一六頁）
（旧）「宍戸公使総署大臣卜対話記事」明治一三年九月一一五曰（『琉球所属問題』第２Ⅲ文書別紙／（『沖縄県史』
週
雑
纂
２
二
四
五
頁
～
二
四
七
頁
）
（旧）「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛／九月二十五日総署大臣卜会見ノ状況二関スル件」明治一一一一年九月二九日（『琉
球
所
属
問
題
』
第
２
Ｍ
文
書
／
『
沖
縄
県
史
』
応
雑
纂
２
二
四
二
頁
～
二
四
三
頁
）
（Ⅳ）「井上外務卿ヨリ品川上海総領事宛／魯国人士一一厚ク接スルニ意ヲ用ユヘキ様訓令」明治一一一一年九月二九日
（『琉球所属問題』第２Ｍ文書／『沖縄県史』囮資料編５雑纂２二一一一九頁）
（旧）「井上外務卿ヨリ宍戸公使宛／対清政策及中山王冊立二関スル件」明治一三年九月二九日（『琉球所属問題』
第
２
咄
文
書
／
『
沖
縄
県
史
』
旧
資
料
編
５
雑
纂
２
二
四
○
頁
）
（四）「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛／琉球問題今後ノ措置一一関スル件」明治一一一一年一一一月一日（『琉球所属問題』
第
２
伽
文
書
／
『
沖
縄
県
史
』
旧
資
料
編
５
雑
纂
２
二
八
八
頁
）
（卯）外務省外交史料館所蔵。
（Ⅲ）「大清國大皇帝到俄國聲明崇厚所議條約違訓越権窒擬難行國書」一八八○年二月一九日／光緒六年正月初一
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グー、／白、／￣、／~、〆￣、／~、
２７２６２５２４２３２２ 
、－〆、-〆、､〆、－／、.’、＝〆
（羽）「三○『９，言二ｍのヨピ○二『（の｜の、『色ヨミ言（二○のの一（己の四二勺三四『。『つの胃のロア①で。『［ミヨ巨因巨国。［｛『の一二『二ａ四二Ｑｍ－⑭。
８己三・二⑫。『二の、。［三一・二三ｍ・天冒云巨」明治一一一一年一○月八曰（「井上外務卿ヨリ柳原駐露公使宛／談判経
過
一
一
付
査
報
方
（
第
五
十
二
号
中
形
成
一
愛
ノ
語
ノ
意
義
。
和
戦
何
レ
ソ
。
ビ
ュ
ッ
オ
フ
引
返
事
情
其
他
談
判
現
況
査
報
方
）
重ネテノ訓令」）（『伊蟄地方』冗文書）
（
卯
）
ち
な
み
に
、
「
別
文
書
」
の
題
目
に
は
「
第
五
十
號
要
領
」
と
説
明
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
（別）「Ｃ三二の⑫の⑦○くのヨョの二［三⑫｜】の②［。②の三の］一一Ｃこ⑦い［一○一〕｝〕の『の三一）一一の宛こい⑫一四二の○くの『二三のニヴミー⑫。の②〔。⑫の［一一の一〔四二〕の六三
（羽）
○
日
（
『
清
季
外
交
史
料
』
四
巻
三
頁
）
前
掲
、
李
之
勤
「
中
国
与
俄
国
的
辺
界
下
」
参
照
。
「井上外務卿ヨリ柳原駐露公使宛／曾紀澤談判模様査報方訓令」明治一三年九月一四日（『伊蟄地方』“文書）
「
柳
原
駐
露
公
使
ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
／
第
糾
号
ノ
答
申
」
明
治
一
三
年
九
月
一
四
日
（
『
伊
型
地
方
』
妬
文
書
）
「井上外務卿ヨリ柳原駐露公使宛／談判経過査報方訓令」明治一三年九月一一六日（『伊型地方』〃文書）
「
柳
原
駐
露
公
使
ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
／
談
判
経
過
」
明
治
一
三
年
一
○
月
四
日
（
『
伊
蟄
地
方
』
印
文
書
別
信
第
四
号
）
「井上外務卿ヨリ宍戸公使宛／増加条約締結ノ必要アル理由説明」明治一一一一年一○月一二曰（『沖縄県史』
巧
資
料
編
５
雑
纂
２
二
四
九
頁
）
「柳原駐露公使ヨリ井上外務卿宛／談判経過（情露間形成一愛セリ）」明治一三年一○月五曰（『伊蟄地方』
皿文書）
７７日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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（
別
）
「
竹
添
氏
ヨ
リ
井
上
参
議
宛
／
李
鴻
章
卜
琉
球
案
件
二
付
内
談
ノ
状
況
」
明
治
一
三
年
一
一
一
月
一
一
八
日
（
『
沖
縄
県
史
』
面
雑
纂
２
’
六
六
頁
～
’
六
七
頁
）
（
弱
）
柳
原
駐
露
公
使
か
ら
井
上
外
務
卿
宛
に
ピ
ュ
ッ
オ
フ
来
清
の
可
能
性
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
同
年
九
月
一
四
日
で
あ
る
。
（
稲
）
「
總
署
奏
擦
曾
紀
澤
電
稻
俄
外
部
拒
絶
交
渉
男
派
使
赴
北
京
商
訂
摺
附
原
電
及
上
諭
」
’
八
八
○
年
九
月
九
日
／
光
緒
六
年
八
月
初
五
日
（
『
清
季
外
交
史
料
』
ｎ
巻
二
○
頁
）
（
Ⅳ
）
「
總
署
奏
中
俄
換
約
曰
期
已
届
請
筋
曾
紀
澤
和
衷
商
辮
片
」
一
八
八
○
年
九
月
二
一
曰
／
光
緒
六
年
八
月
一
七
日
（
『
清
季
外
交
史
料
』
ｎ
巻
二
六
頁
）
（羽）「述電覆曾使」’八八○年九月三○日／光緒六年八月一一六日（『李全集』訳署函稿ｎ巻一一一六頁～三七頁）
（
羽
）
「
俄
事
議
請
退
譲
並
請
假
曾
使
便
宜
」
一
八
八
○
年
一
○
月
一
二
曰
／
光
緒
六
年
九
月
初
九
日
（
『
李
全
集
』
訳
署
函
稿
ｎ
巻
／■、／■、
３３３２ 
埋一〆、＝〆
の。－コの⑫の○○くの］ゴー〕］の二一三四二〔の○二一ぺ［『一｛一一三ｍ色一〔の『色一一○一］⑫一二（『の四［ペウニ（一（一②二○一『の（、○一コの一○四二豈四、『の①］ゴのご［四一一
号・くの二］の四三｛『○三ｍ・ニニニ〔一一『のｇｌＫ・国巨ｓｏ｛［②ｓ『［の二三の一］（一一二ｍ一○⑫の三の一国二〕の六一二冒一（（不明〉一］の『の自『この〔一・一
Ｂこい一二の『色夛一『の、一己二ｍの１ヶ三富『三一一一二・三六の｜罠ウ『の罠・三さ『二一の一〕『のいの二（」「柳原駐露公使ヨリ井上外務卿宛
／第五十一一一號答申（第五十號要領）」明治一三年一○月一○日（『伊型地方』別文書）
「
柳
原
駐
露
公
使
ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
／
談
判
経
過
」
明
治
一
三
年
一
○
月
一
七
日
（
『
伊
型
地
方
』
弱
文
書
）
「商改俄約兼論球案」’八一八○年八月一一八日（光緒六年七月一一一一一曰）（『季全集』訳署函稿ｎ巻一一八頁～二
九頁）
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〆￣、'－，／￣、／￣、
４３４２４１４０ 
、－〆、-〆、=／、､ソ
（妬）「竹添領事ヨリ井上外務卿宛／李鴻章ノ琉球問題解決方二関スル意向」明治一五年三月一一一一日（『沖縄県史』
応
雑
纂
２
三
五
四
頁
～
’
一
一
五
七
頁
）
（
〃
）
「
井
上
外
務
卿
ヨ
リ
清
国
駐
剖
宍
戸
公
使
宛
／
清
国
政
府
ノ
結
約
調
印
拒
否
ノ
態
度
ニ
ッ
イ
テ
詰
問
方
訓
令
ノ
件
」
明
治
一
三
年
一
一
月
三
○
日
（
『
日
本
外
交
文
書
』
外
務
省
編
第
Ｂ
巻
一
一
一
八
四
頁
～
三
八
六
頁
）
／
「
井
上
外
務
卿
ヨ
リ
宍
戸
公
使
（妬）
（“） 
「長田駐露代理公使ヨリ井上外務卿宛／談判経過」明治一三年一一月二九日（『伊蟄地方』㈹文書）
「
請
球
案
緩
結
」
一
八
八
○
年
一
○
月
一
九
日
／
光
緒
六
年
九
月
一
六
曰
（
『
季
全
集
』
訳
署
函
稿
Ⅱ
巻
三
八
頁
）
西里前掲書、’一一七四頁～三七五頁
「宍戸公使ヨリ井上外務卿宛／琉球問題落着近日調印ノ運トナリタル件」明治一三年一○月一一二日（『沖縄
県史』囮雑纂２二六一一頁～’’六一一一頁）
「
直
隷
總
督
李
鴻
章
覆
奏
球
案
宜
緩
允
摺
」
（
『
清
光
緒
朝
中
日
交
渉
史
料
』
巻
２
（
羽
）
一
八
八
○
年
一
一
月
二
日
光
緒
六
年
一
○
月
初
九
日
一
四
頁
～
’
七
頁
文
海
出
版
社
一
九
六
三
年
）
／
「
天
津
在
勤
竹
添
領
事
ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
／
李
鴻
章
ノ
意
向
情
報
ノ
件
附
記
一
光
緒
六
年
十
月
初
九
曰
李
鴻
章
奏
議
」
（
『
日
本
外
交
文
書
』
外
務
省
編
第
Ｂ
巻
三八一頁～三八一一一頁）
「
俄
約
已
定
兼
論
球
案
」
’
八
八
一
年
一
月
一
五
日
／
光
緒
六
年
一
二
月
一
六
日
（
『
李
全
集
』
訳
署
函
稿
ｎ
巻
四
五
頁
～
三七頁）
四六頁）
７９日清琉球帰属問題と清露イリ境界問題
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宛／宍戸公使へ内訓状送付二関スル件」［附属書］「宍戸公使へ内訓状案」明治一一一一年一一一月一日（「沖縄県史』
囮
雑
纂
２
二
八
四
頁
～
二
八
八
頁
）
（
蛆
）
坂
野
は
清
末
外
交
の
清
朝
官
人
の
行
動
様
式
と
し
て
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
も
ち
いて交渉を遷延させてゆく」、「ことさらに暖昧なことを一一一一口う」、「故意に相手の論点をはずす」、「自己にそ
の
権
限
な
し
と
す
る
」
と
あ
る
（
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
外
交
史
研
究
』
（
岩
波
書
店
一
九
七
○
年
）
第
Ⅲ
章
参
照
）
。
改
約
分
島
交
渉
前
後
の
清
朝
の
態
度
を
見
る
と
、
妥
結
後
の
調
印
拒
否
は
「
豹
変
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
常
套
手
段
」
の
ようにうつる。
（伯）我部政男「明治十年代の対清外交ｌ『琉球条約』の顛末をめぐってＩ」（『日本史研究』川日本史研究会
一
九
七
一
年
後
に
『
明
治
国
家
と
沖
縄
』
一
四
九
頁
一
一
一
一
書
房
一
九
七
九
年
所
収
）
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